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1．山岳道路における環境保全林形成

1．　植物生態学的手法

D　潜在自然植生

　植物生態学的手法による緑化・環境保全林形成にあたっては，植栽樹種の選定が最も基本的かつ重要なポイン

トといえる。すなわち，その立地の潜在能力に基づいた終局植生である潜在自然植生の構成種からの樹種選定で

ある。したがって，植栽適性樹種の選定は，その地域の詳細な植生生態学的基礎調査による潜在自然植生の適確

な把握が前提となる。塩那道路周辺はすでに詳細な現地植生調査が行なわれ潜在自然植生が把握されている（宮

脇・鈴木・鈴木1984）。

　G）　潜在自然植生の概要

　塩那道路は中塩原（海抜560m）から鹿又岳（海抜1，817m）に至る，標高下弓1，250mの山岳地帯を貫いて

おり，植生学的には，ブナクラス域；夏緑広葉樹林帯およびコケモモートウヒクラス域；亜高山針葉樹林帯にま

たがっている。また，この地域は気候的に太平洋岸気候域と日本海岸気候域との移行地帯となっているため，植

物や植生にもその影響が反映されており，他の地域にはみられない特徴を示している。塩那道路周辺地域の植生

は，比較的広い範囲にわたって自然植生が残されており，関菓地方でも有数な自然環境に恵まれた地域である。

特に海抜1，000m以上の地域は一部にカラマツ植林やミズナラニ次林がみられる他．はほとんど自然林となってい

る。しかし，三三道路沿いの法面や谷側斜面では，道路建設に伴う持続的な崩壊がみられるところがあり，この

ような表層土の流失した不安定な立地ではミヤマヤシャブシ，ヤハズハンノキなどの先駆性低木林が現時点の潜

在自然植生として成立する。これ以外のところでは，概ね現存植生と潜在自然植生とが一致している。

　垂直分布では，海抜約550mの塩那道路の基点からブナクラス域となっており，海抜約1，500mを上限として

ブナクラス域からコケモモートウヒクラス域に移行する。箒川，那賀川沿いや板室などブナクラス域下部の急斜

面や尾根状地の一部には，モミ，コナラ，イヌブナ，アカシデ，イヌシデ，クリなどの二丁木からなる自然林が

残されている。これらのモミ林やコナラ林は，海抜800m付近までの山腹斜面に広く成立する潜在自然植生であ

る。これらとほぼ同じ海抜域の川沿いはケヤキ林，尾根筋露岩地はアカマツ林の潜在自然植生域となっており，

現存植生としても国道400号線沿いにみることができる。

　ブナ林は海抜700～800m付近から出現しはじめ，海抜1，500m付近までの地域がブナ林の潜在自然植生域によ

って占められている。このブナ林は高木層にイヌブナが混生し，林床には日本海要素のチシマザサを伴い，太平

洋側気候と日本海側気候との移行帯である本地域を特徴づけている。海抜1，200m以上の尾根部には常緑針葉樹

林のアスナロ林が生育しているが，このアスナロ林は種組成的にはブナ林に含められる植分である。海抜高度が

高くなるにつれて日本海側気候の影響が強くなり，徐々にオオバクロモジ，マルバマンサク，ムラサキヤシオ，ヒメ

モチ，ヤマソテツなどの臼本海要素が出現し，多雪地植生的な性格が強くなる。沢沿いではサワグルミ林が生育

しているが，渓畔域が狭く潜在自然植生域は限定されている。道路沿い崩壊地はミヤマヤシャブシ林が生育する。

　海抜1，500m以高はコメツガ，シラビソ，オオシラビソなどの常緑針葉樹林が卓越し，コケモモートウヒクラ
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ス域の領域となる。尾根筋にはアズマシャクナゲ，バクサンシャクナゲ，アカミノイヌツゲなどを伴ったクロベ

林やコメツガ林が生育している。斜面に広く生育しているシラビソ一歩オシラビン林にはモザイク状にダケカン

バ林が混生し，亜高山帯特有の梶野混生林の景観を形成している。また，ダケカンバは局所的であるが，雪崩の

多い斜面では養生した低木林を形成している。

　コケモモートウヒクラス域の日晒賀岳や鹿又岳，男鹿岳の山頂稜線部は卓越風のため高木林が生育できず，サ

サ草原や低木林などの森林限界域の植生が潜在自然植生となっている。ササ草原はクマザサやチシマザサが優摂

し，比較的広い面積で稜線沿い斜面に生育している。風衝の最：も強い尾根筋には，ハイマツがヤマダルマ，チシ

マザサなどとともに優占群落を形成しているが，このハイマツ低木林は高山帯にみられるハイマツ低木林とは種

組成的に異なっている。また，稜線肩部や風背側斜面などやや風衝の弱い立地には，ミネザクラ，ナナカマド，

サラサドウダン，ヤマダルマ，チシマザサなどからなる広葉樹低木林が配分する。この他，面積的には狭いが，

日留賀岳付近の稜線下部の谷に続く凹平浅土地には，雪崩地風衝低木林のミヤマナラ林が生育しており，隣接す

る露岩地にはコメツツジの優占植分が成立している。

　（2）主要な潜在良然植生

　これまでに報告された調査結果（宮脇・鈴木・鈴木1984）をもとに，その後，新たに得られた知見を加えて

潜在自然植生が再検討された。今回把握された主な植生単位が以下に示されている。

A．羅ケモモートウヒクラス域

　　Vacc呈nio－Picee£ea－Gebiet

　1．　シラビソ一世オシラビン群集

　　　Abietetum章eitchio－mariesii　Maeda1958（Tab．1）

　シラビソーオオシラビソ群集は関東地方以爾の亜高山帯に広く分布している常緑針葉樹林である。シラビソー

オオシラビソ群集は中部山岳地域では海抜1，650m付近を下限としているが，塩那道路周辺では海抜約1，500m

から出現しており，垂直分布高度が低くなっている。また，本地域はシラビソーオオシラビソ群集のほぼ北限に

位置し，本地域以北の亜高山帯ではより多雪となるため，シラビソーオオシラビソ群集は生育できず，シラビソ

を欠くオオシラビソ群集が分布している。

　高木層にはオオシラビソ，シラビソ，コメツガが混生し，林床に生育するハリブキ，コミヤマカタバミ，ゴゼ

ンタチバナ，ツルツゲ，タケシマラン，バクサンシャクナゲなどのほか，タチハイゴケ，イワダレゴケ，チシマ

シッポゴケなどのコケ類によって特徴づけられる。シラビソーオオシラビソ群集は日留台岳，鹿又岳，男鹿岳，

長者岳などの山腹斜面に広く生育しているが，チシマザサーダケカンバ群落とモザイク状に混生しながら亜高山

帯特有の景観である針広混生林を形成している。

　尾根筋や岩角地などの不安定立地では，高さ10m前後と樹高が低くなり，オオシラビソを欠き種組成も貧化し

たコメツガ優占林；典型亜群集が生育している。

　シラビソーオオシラビソ群集の生育するコケモモートウヒクラス域は，冬季の卓越風や積雪，低温，気温の日

較差が大きく母岩が風化しやすいなど，気候的，土壌的に厳しい環境にあり，台風，道路工事など自然的・人為

的営力により斜面崩壊が生じやすい。シラビソーオオシラビソ群集はコケモモートウヒクラス域の中では最も安

定した立地に生育しているが，土壌が崩壊しそれが持続的となると，ネコシデーヤハズハンノキ群落などの先駆
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性低木群落へと潜在自然植生が退行して行く。

　2。　アカミノイヌツゲーク滅べ群集

　　　Ilici－Thujet“m　sta無dishii　Miyawakiet段1．1968（Tab．2）

　アカミノイヌツゲークロベ群集は日本海側多雪地のブナクラス域からコケモモートウヒクラス域下部の痩せ尾

根，岩角地に生育する常緑針葉樹林である。コメツガが優占する植分が多いが，クロベあるいはアスナロが優激

している植分もみられる。高さは101n前後で15m以下の事様が多く，上述の優占種のほか，シノブカグマ，アズ

マシャクナゲ，ヤマダルマ，アカミノイヌツゲ，バクサンシャクナゲなどの常緑植物やミヤマシグレ，ツルリン

ドウなどの標徴種群によって特徴づけられる。

　アカミノイヌツゲークロベ群集はブナ胸章で土地的極相として成立し，ブナクラス域に生育の中心をもつ植生

である。塩那道路周辺ではしかし，ブナ林域には少なくコケモモートウヒクラス域に多くみられ，尾根に沿って

シラビソー耳鳴シラビソ群集に連続している。そのため，亜高山性針葉樹林がブナクラス域上部まで下降してき

ているようにみえる相観となっている。

　3．　ハイマツ群落（アカミノイヌツゲークロベ群集ハイマツファシス）

　　　1ゼ2zμ5卿漉Zα一Gesellschaft（11玉。トThuje亀um　standishii，　Fazies　von　Pinus　pum玉玉a）

　　（Tab．3）

　ハイマツは本州中部以北の上部藪高山帯に広く分布する常緑針葉樹低木で，森林限界上部に特微的な優占区分

を形成する。中部地方では海抜約2，600m以上に生育するが，本調査地域では海抜1，800mにみられ，ハイマツ

としては低海抜地に生育している。田本のハイマツ林はコケモモーハイマツ群集にまとめられている。しかし，

本調査地域の中分は黒毛種のコケモモ，キバナシャクナゲ，ガンコウラン，ダチョウゴケな一どを欠いているため

コヶモモーハイマツ群集とは異なる植生単位である。組織的にヤマダルマ，アズマシャクナゲ，アカミノイヌツ

ゲなど，ヒノキ群団の種を伴っているため，アカミノイヌツゲークロベ群集に含められるべき植分で，ハイマツ

の優占により種組成的に貧化したファシスとして捉らえられる。本調査地域では日留賀岳から鹿又岳稜線に分布

している。

　4．チシマザザーダケカンバ群落

　　　5α5α忽rゴZθπ5げ5－B6彦κZα6プ窺α疵ど一Gesellschaft（Tab．4）

　塩魚道路周辺の亜高山帯ではシラビソーオオシラビソ群集とモザイク状に混生するダケカンバ林が広くみられ，

チシマザサーダケカンバ群落にまとめられる。チシマザサーダケカンバ群落は林床にチシマザサが優占するのが

特徴で，シラビソーオオシラビソ群集の倒木跡疎開地に二次林として生育しているほか，雪崩の多い谷に面した

斜面では持続群落として潜在自然植生域を持っている。

　亜高山帯多雪地ではやハズハンノキやミヤマハンノキを伴い，林床にミドリユキザサ，ミヤマセソキュウ，モ

ミジカラマツ，ミヤマメシダ，カラクサイノデなどの広葉草本の優占するダケカンバ低木林がみられるが，塩那

道路周辺ではそのようなダケカンバ林はごく一部に限定されている。

　5．ナナカマドーミネザクラ群落

　　　50r伽5‘oηz郷ゴ錺α一P彫7z％5π吻。πゴ‘α一Geselishaft（Tah　5）

　長者岳からB留荘官，鹿又岳の亜高山帯の稜線にはミネザクラ，ナナカマド，ヤマダルマの優占する低木林が

発達している。ハイマツ群落に隣接していることが多いが，尾根筋のより風衝の強い立地にはハイマツ群落が生

育しており，共に不安定な亜高山風衝地の潜在自然植生として重要である。
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　6．　ミヤマナラ群集

　　　Nanoquercetum　Suz．一Tok．1954（Tab．6）

　ミヤマナラはミズナラの変種で，ミヤマナラの優駁するミヤマナラ群集は日本海側多雪地の雪崩地を代表する

植生の一つである。雪崩により表層土が削られ，母岩が露出あるいは浅土地に多くみられる。ブナクラス域上部

からコケモモートウヒクラス域では風衝低木林としても生育している。塩那道路沿いではミヤマナラ群集の潜在

的な立地は限定されており，日興賀岳稜線下部で植生調査資料が得られているのみである。

　7．　クマイザサ群落およびチシマザサ群落

　　　545α5θ7zα22θπ∫∫5－Geseilschaf£und　5α5α肋r歪Z67z5ガ5－Gesellschaft（Tab．9）

　亜高山帯の稜線付近では，台風や山火事などで森林が破壊されると風衝のため遷移が停滞し，ササ類の密生し

た持続群落が形成される。塩那道路沿いでは日留賀岳から鹿又岳の稜線に広くササ草原が発達し，クマイザサや

チシマザサが1m前後の風衝草原を形成している。

　8．ネコシデーヤハズハンノキ群落

　　　B6孟z‘Zα60rメ〃b♂∫α一AZπ祝5魏α診5㍑㎜祝プα6－Gesellschaft（Tab．7）

　塩那道路沿いのシラビソ一酌オシラビン群集域では，道路建設によって生じた法面および路肩の崩壊が強く，

立地の安定化が期待されないところがみられる。このような立地は潜在能力が貧化しているために，ネコシデー

ヤハズハンノキ群落などの先駆的で不安定立地の持続群落が潜在自然植生として成立する。土木的工法により立

地の安定化が計られれぽシラビソーオオシラビソ群集が潜在自然植生ま七て成立する。

B．ブナクラス域

　　Fagetea　cτenatae－Gebie£

　9．　マルバマンサクー’ブナ群集

　　　HaInamehdo－Fagetum　cぎe難a亀ae　Miyawakietal．1968（Tab．8）

　海抜1，300～1，500mのブナクラス域上部は徐々に日本海側気候の影響が強くなり，マルバマンサクーブナ群集

の潜在自然植生域となっている。無罪道路沿いのブナクラス域上部は尾根や急斜面が多く，ブナの優占する夏緑

広葉樹林はあまり発達していない。特に尾根状地ではアスナロが優占しており，常緑針葉樹林の相観を呈してい

る植分も多くみられる。種組成的にもシノブカグマ，コメツガ，アズマシャクナゲなどが混生し，アカミノイヌ

ツゲークロベ群集に類似している部分もみられる。しかし，ブナ，オオカメノキ，コミネカエデ，アオダモ，ミ

ズナラ，ハウチワカエデ，コシアブラなど多くのブナクラスの夏緑広葉樹が生育しており，チシマザサ，オオバ

クロモジ，ムラサキヤシオ，ヤマソテツ，ヒメモチなどチシマザサーブナ群団の種がみられることなどから，マ

ルバマンサクーブナ群集のより乾生な下位単位として捉らえることができる。宮脇・鈴木・鈴木（1984）では，

アスナ糧群落として記載された裾分である。

　10．ブナーイヌブナ群集

　　　Fagetum　cτeRato－japonicae　Sasakiエ970（Tab．11）

　海抜1，000～1，3001nのブナクラス域下部は，ブナーイヌブナ群集が広く生育し，尾根部や沢沿いを除く中庸立

地の大部分がブナーイヌブナ群集の潜在自然植生域となっており，調査地域の中で最も広い面積を占めている。

宮脇・鈴木・鈴木（エ984）ではコカンスゲーブナ群落として報告された植分がまとめられている。

　ブナーイヌブナ群集は，高木層にブナ，イヌブナ，ミズナラなどが生育している夏緑広葉樹林で，ブナ林ある
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いはイヌブナ林の相観を示している。アプラツツジ，パイカツツジ，ヒトツバカエデ，コカンスゲなどで下条・

区分され，オオカメノキ，アオダモ，ハウチワカエデ，コハウチワカエデ，シナノキ，コミネカエデなど，多く

のブナクラスの種が生育している。

　イヌブナの優占するイヌブナ亜群集は立地的にやや不安定で，羅根や母岩の露出した浅土地斜面に生育してい

るが，そのほかの植傷は安定した立地に生育している。

　ブナーイヌブナ群集は，太平洋側気候域に分布しているブナ林であるが，本地域では日本海側気候を反映して

林床にチシマザサが優占する特異な形態を示している。

　11．クリーコナラ群集

　　　CastaReo－Quercetum　serratae　Okutomi，TsujletKodaira1976（Tab．12）

　クリーコナラ群集は，モミ，コナラ，クリ，ガマズミ，マルバアオダモ，チョウジザクラ，アサダなどにより

標徴，区分される夏緑広葉樹林である。一般的にはヤブツバキクラス域からブナラクラス域下部に広くみられる

二次林；雑木林として知られている。しかし，本地域では二次林以外に自然林としてのクリーコナラ群集が残存

している。クリーコナラ群集の自然林は，現在では全国的にもそのほとんどが失われてしまっているが，太平洋

側内陸部のブナクラス域下部に断続的に分布している潜在自然植生である。塩那道路周辺では海抜1，000m以下

に成立する。

　塩原温泉を流れる箒川沿い斜面には，クリ，コナラ，モミ，アカシデ，イヌブナなど樹高25m以上で胸高直径

も70Clnを越える大径木の混生する三分が生育している。このようなクリーコナラ群集の自然林がまとまって残

されている地域は，全国的にも少なく貴重である。

　12．ジ議ウモンジシダーサワグルミ群集

　　　Polysticho－Pterocaryetum　Suz．一Tok．e£a1．1956（Tab．10）

　ブナクラス域の中ほどから上部の沢沿いセこは，ジュウモンジシダーサワグルミ群集にまとめられる渓畔林が生

育する。

　ジュウモンジシダーサワグルミ群集は日本海側気候下に分布するサワグルミ林で，高木層にサワグルミ，カツ

ラ，オヒョウなどが優罰し，高さ25mを越え．る。邸内にはニワトコ，アサノハカエデ，チドリノキ，ジュウモン

ジシダ，ツヤナシイノデ，カメバヒキオコシ，オシダ，ミヤマイラクサなど多くの湿生指標植物が生育する。沢

筋の巨礫が堆積し，土壌が動きやすい不安定な立地に成立していることが多いが，塩那道路沿いの潮筋は地形が

急峻なため，ジュウモソジシダーサワグルミ群集の潜在自然植生域は狭い。

　13．タマブキーケヤキ群集

　　　Cacalio　l）ulbifefae－Zelkovetu皿Oh琵01983（丁段b．14）

　箒川沿いにはケヤキの優平する夏緑広葉樹林が残されており，ケヤキ群落として報告されている（宮脇・鈴木

・鈴木1984）。今回このケヤキ群落の種組成が再検討された結果，タマブキーケヤキ群集にまとめなおされた。

　タマブキーケヤキ群集はタマブキ，オオパショウマ，コゴメウツギなどを標徴種にもち，関東地：方に広く分布

しているケヤキ林である（大野1986）。高木層にはケヤキのほか，オニイタヤ，イロハモミジ，オオモミジ，コ

ナラなどが混生する。林内にはムラサキシキブ，アプラチャン，ヤマグワ，アワブキ，ウツギ，カントウマユミ，

ヤマブキ，コゴメウツギ，ヤブデマリなどの夏緑低木やシラネセンキュウ，シロヨメナ，タマブキ，ミズヒキ，

ナガバハエドクソウ，イヌワラビ，ダイコンソウ，フキ，オオバジャノヒゲなど，多くの草本類が生育している。

　塩那道路周辺では海抜900m以下の地域にみられ，上部のジュウモンジシダーサワグルミ群集に接している。
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潜在自然植生としては井川やその支流，木ノ又川，那賀川などの川沿いの斜面に分布している。

　14．ニシキウツギーミヤマヤシャブシ群集

　　　Weige玉。　decoraひAhe宅uπ1　hirteHae　Ohba，SugawaraetOhno1978（Tab．13）

　塩引道路沿いの路肩斜面には，崩壊が激しくガレ場となっている立地がみられる。このような表土が失われ，

崩壊が続き，土壌形成が行われていない不安定立地の現在の潜在自然植生維持能力が貧化した立地では，もはや

周辺のブナーイヌブナ群集などは成立できず，高地的に崩壊地先駆生低木群落のニシキウツギーミヤマヤシャブ

シ群集の潜在自然植生域となっている。ニシキウツギーミヤマヤシャブシ群集域は崩壊が持続される立地のため，

主要構成種のミヤマヤシャブシやヤマハンノキ，タラノキなどが植栽されても立地の安定化が期待されないこと

もある。したがって，ニシキウツギーミヤマヤシャブシ群集潜在自然植生域での植栽にあたっては，コケモモー

トウヒクラス域のネコシデーヤハズハンノキ群落と同じく，土木工事によって立地の安定化をはかり，ブナーイ

ヌブナ群集やマルバマンサクーブナ群集の構成種を植栽することも考えられる。

1：Subass．

2：Typische　Subass．

＊7ab．1　シラビソーオオシラビソ群集

von　Abies　恥ariesii

Lfd．　封r．：

H6he　竜．　琶eer（m）：

H6he　d．　Vegetation（期）：
Zah玉　d．　Aufnド：・

Artenzah1：

Abietetum　veitchii－mariesii

オオシラビソ亜群集
典型亜群集

通し番号

海抜高
植生高
調査区数
出現．数

　　　　1　　　　　2
1670－1690　164〔｝一1780
　　14－18　　　　　　8－11

　　　　3　　　　　2
　　33－47　　　　　28－30

Kenn　－u．Trennarten　d．　Ass．：

　Abies　veitchii
　Ilex　rugosa
　Hypnum　pu！
　Hy！oco葺1iu館　splendens

　Dicranum　盈ajUS
τrennarten　d．　Subass．：

　Abies　marie6ii
　Cacalia　adenostyloides
　RubUs　ikenoensis
　Acer　tschonoskii
　Oplopanax　5aponicus
　Coptis　quinquefolia
Arten　d．　hoheren　Einheiten：
　窪｝suga　diversifolia

　Cornus　canadensis
　Rhododendron　brachycarpum
　Arachniodes　mutica
　Oxalis　acetosella
　StrePtopus　streptopoides　var．　japonicus
Begleiter：
　Sorbus　co凪mixta
　Viburnum　furcatum
　Menziesia　pentandra
　赫aianthemu擁1　dilatatum
　Sasa　kurilensis
　Lycopodiu皿　serratu皿
　Trochodendron　aralioides
　至3etula　er順anii

　PlagiOgyria　matSUHIUreana
　Tripterospermu冊　japonicu翔
　　u．　a．

群集嘉言種・区分種
　シラヒ“ソ

　ツルヅゲ

　タチハイコ“ケ

　イワタ“レコ“ケ

　チシマシッホ。コ“ケ

亜群集区分種
　オオシラビソ

　カニコウモリ

　コ“ヨウイチコ“

　ミネカエデ

　ハリブキ
　コ“カヨウオウレン

上級単位の種
　コメツガ

　コ“セ“ンタチハ“ナ

　ハクサンシャクナゲ“

　シノブ“カク“マ

　コミヤマカタハ“ミ

　タケシマラン

随伴種
　ナ効マド
　オオカメノキ

　コヨウラク

　マイツ“ルソウ

　チシマザサ

　トウケ“シバ“

　ヤマダルマ

　タ“ケカンハ“

　ヤマソテツ

　ツルリント“ウ

　　以下省略

31－2
3＋一1

3＋一3

2＋一1

11

i3＋一4；

i3＋　i
i2＋一転

i2＋　i
i2÷　i
；2＋　；

32－4
3＋一2

31－3
2＋一1

3÷
1＋

3＋
3＋一1

22－3
2＋
22
3＋一2

11
22
3＋一2

2÷

2＋
11
1＋
2＋一1

2＋一1

22
1＋

12
2＋
1＋

2＋

2＋一1
ユ＋

2＋一2

1＋

1÷

1＋

21－2
12

1＋

＊Tab．1～14の原資料は，宮脇，鈴木伸，鈴木邦（1984）の植生調査資料に一部，新しい植生調査資料（未発表）を加えて

　　　作成されている。
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Tab．2　アカミノイヌツゲークロベ群集

Ilici－Thuletum　standisii

Hδhe　西．　忌・｛eer（阻）：

H6he　d．　Vegetation（皿）：

Zahl　d．　Aufn．：

Artenzahl；

海抜高
植生高
調査区数
出現種数

1550－1730
　　　　6－16

　　　　　　　4

　　　27－43

Kenn　－u．Trennarten　d．　Ass．：

　　Thuja　standisむii
　　Ts“ga　dlversifolia
　　Viburnu鵬　urceolatum　var．　procumbens
　　Arachniodes　珊utica
　　R．hododendron　即atternichii　var。pentameru田

　　Trochodendron　aralioides
　　Tripterosper到1um　japonicum
　　Rh6dodendron　brachycarpu阻
　　Ilex　sugerokii　var．　brevipeduncu玉ata
Arten　d。　Fagetea　crenatae：
　　Acer　j頂icranthU旧

　　Viburnu碩　furcatu咀

　　Sasa　kurilensis
　　Rhododendron　albrechtii
　　Enkianthus　ca即panulat．us

　　Acanthopanax　sciadophylloides
　　Acer　japonicUj頂

　　FraXinUS　lanUginOSa
　　Fagus　crenata
Begleiter：
　　Thujopsis　dolabrata
　　量rlenziesia　pentandra

　　HelonioPsis　orientalis
　　PlagiOgyria　HlatSUInUreana
　　Abies　veitchii
　　Sorbus　coη1nlixta

　　LycoPodium．s・erratu田

　　Skimmia　japonica　var．　intermedia
　　Betula　corylifolia
　　Betula　ermanii

　　StruthioPteris　niponica
　　CornUs　canadensis
　　Ilex　rugosa
　習aianthemu瓦】　dilatatu皿

　　StreptoPus　streptoPoides　var．　●
　　　u．　a。

f．　repens

Japon1CUS

群集標二種・区分種
　　夘ペ
　　コメツガ

　　ミヤマシグレ

　　シノブ“カク“マ

　　アス“マシャクナケ”

　　ヤマダルマ

　　ツルリント“ウ

　　ハクサンシャクナゲ“

　　アカミノイヌツケ“

ブナクラスの種
　　コミネ加デ

　　オ訪日ノキ

　　チシマゲサ

　　ムラサキヤシオ

　　サラサト“ウタ”ン

　　コシアフ“ラ

　　ハウヂワカエテ“

　　アオダモ

　　ブナ

随伴種
　　アズナロ

　　コヨウラク

　　ショウシ“…遭ウハ“カマ

　　ヤマソテツ

　　シラビソ

　　ナ効マト“

　　トウケ“シバ“

　　ツルシキミ

　　ネコシデ

　　タ“ケカンハ“

　　シシガシラ

　　コ“セ“ンタチハ“ナ

　　ツルツケ”

　　マイツ“ルソウ

　　タケシマラン

　　　以下省略

4レ2
42－4
4＋
4＋一2

3＋一2

3＋一2

3＋一1

21
2＋

4＋一1

4＋一1

4＋一5

3＋
3＋
3＋

2＋
2＋

2＋

41－4
4＋一2．

4＋一2

4＋一1

3＋一1

3＋一1
2＋一2．

2＋一1

2＋一1

2÷一1

2＋
2＋

2＋
2＋
2＋

Tab．3　ハイマツ群落（アカミノイヌツゲ㌧クロベ群集ハイマツファシス）

乃アzz‘∫ρz〃πぬ一Gesellschaft（llicレThuletum　standisii，FaziesvonPinuspumila）

H6he　慧．　穫eer（m）：

H6he　d．　Vegetation（m）：
Za島l　d．　Aufn。：

Artenzahl：

海抜高
植生高
調熱愛転
出王種数

18〔｝0－1820

　　　　　　　2

　　　　　　　3

　　　　6－19

Trennarten　d．　Fazies：
　　PinUS　PU皿ila

KeDn　－u．Trennarten　d．　Ass．：

　　11ex　sugerokii　var．　brevlpedunculata
　　Trochodendron　aralioides
　Rhododendron　brachycarpu鵬
　　Rhododendron　冊atternichii　var．peBtameru組

麹　　Sasa　kurilensis　　Tripterygiu田　regelii
　Acer　micranthu頂
　Hyloco皿iu斑1　splendens
　　　u．a．

ファシス区分種
　　ハイマツ

　　群集標徴種・区分種
　　アカミノイヌツケ“

　．ヤマク“ルマ

　　ハクサンシャクナゲ“

　　アス“マシャクナケ“

随伴種
　　チシマザサ

　　クロヅ1レ

　　コミネカエデ

　　イワタ“レコ“ケ

　　　　以下省略

33－5

31－2
31－2
3÷一1

3＋一2

32－4
2＋一2

2÷
11
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1｛6he　慧．　謎eer（m）：

Hδhe　d．　Vegetatlon（贋）：

Zahl　d．　Aufn．：

Artenzahl：

密ab。4　チシ’マザサーダケカンバ群落

　　　　　　　5α∫αんz〃一’Z8η5∫5－B6’μ♂α81・〃彦απ払Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海抜高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植生高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査乱数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出現種数

1660－1680
　　　　12－18

　　　　　　　　2

　　　　40－52

Trennarten　d，　Gesellschaft：
　　Betula　er翔anii

　　Ca「ex　dolichostachya　var．　glaberrima
　　雑enziesia　pentandra
　　Galiu鴉　ka厩tschaticu田

　　Cacalia　adenostyloides
　　Abies　mariesii
　　Tsuga　diversifolia
　　Abies　veitchii
　　Rubus　ikenoensis
　　StrePtoPus　strePtoPoides　var．　JaPonlcus
Begleiter：
　　Sasa　kurilensis
　　Vibur11u照　furcatu田

　　Acer　rufinerve
　　Fraxinus　apertisquamifera
　　Plagiqgyria　撮atsumureana
　　Ilex　crenata　var．　paiudosa

　　Enkianthus　campanulatus
　　Caca圭ia　niko組ontana

　　PhegoPteris　connectilis
　　Lindera　lumbe玉laもa　var．　恥e恥branacea

　　Carex　foliosissima
　　Peracarpa　carnosa　var．　circaeoides
　　Struthiopteris　・n・i至｝or｝ica

　　　　u．　a．

群落区分種
　　タ“ケカンハ“

　　ミヤマカンズケ“

　　コヨウラクツツシ“

　　オォハ“ノヨッハ“ムク“ラ

　　カニコウモリ

　　材シラビソ

　　ユメヅガ

　　シラビソ

　　コ“ヨウイチコ“

　　タケシマラン

随伴種
　　チシマザサ

　　オオカメノキ

　　ウリハタ“カエテ“

　　ミヤマアオタ“モ

　　ヤマソテツ

　　ハイイヌツケ　

　　サラサト“ウタ“ン

　　オ無爵ニコウモリ

　　ミヤマワラゼ

　　オオハ“クロモシ“

　　オクノカンスケ”

　　タニギキョウ

　　シシガシラ

　　　　以下省略

24
22－3
21
2÷
12
11
11
1÷

1＋

1＋

24－5
21－2
2＋一1

2÷一1

2＋一1

2÷一1

2＋一1

2＋一1

2＋
2＋
2＋
2＋

2＋

H6he　遜．　麺eer（膿）：

R6he　d。　Vegetation（醗）：

Zah玉　d．　Aufn．：

Artenzahl：

Tab．5　ナナカマドーミネザクラ群落

　　　　　　　50ノー6z‘3　co〃〃ノ互鋭α＿ハwzz‘5／1耽ρoηガ‘・α一Geselischaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海抜高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植生高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査区数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出現羽数

1700
　　　3

　　　1

　　15

歪reI｝nar毛en　d．　Gesellschaft：

　　PrUIlus　nipponica
　　Sorbus　co鴨m圭x亀a

　　Enkianthus　ca膿Panulatus
　　Tripetaleia　paniculata
　　麺enziesia　pentandra
Begleiter：
　　Sasa　kurilensis
　　Trochodendron　aralioides
　　Sasa　senanensis
　　Acer　micranthum
　　Viburnu蹴　furcatu鴉
　　Ilex　rugosa
　　Rhododendron　brachycarpum
　　ThujoPsis　dolabrata
　　Streptopus　streptoPoides　var．　japonicus
　　Actinidia　ko圭omikta

群落区分種
　　ミネザクラ

　　ナナカマド

　　サラサト“ウタ“ン

　　ホツツジ

　　コヨウラクツツシ“

随伴種
　　チシマザサ

　　ヤマダルマ

　　クマイザサ

　　コミネカエデ

　　オ勅メ片

　　ツルツゲ

　　ハクサンシャクナゲ“

　　アスナロ

　　タケシマラン

　　ミヤママダタヒ“

13
12
11
1＋
1＋

14
13
12
11
11
11
1＋

1＋
1÷

1÷
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Hδhe菰．．逝eer（m）：

H15he　d．　Vegetation（斑）：

Zahl　d．　Aufn．：

Artenzah王：

Tab．6　ミヤマナラ群集

　　　　　　　Nanoquercetum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海抜高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植生高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査区数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出現種数

1660
1．4

　　　1

　　34

KeIlnarten　d．．　Ass．：

　　Quercus　mongolica　var．　undulati£olia

随　　Carex　b玉epharicarpa　　Calamagrostis　hakonensis
　　Shortia　soldanelloides
　　Conioseliu薮1　filicinum
　　TrOll圭US，japOniCUS
　　麺enziesia　組ultiflora
　　Acer　競icranthum
　　Salix　reiBii
　　Tr・ipetaleia　bracteaもa

　　Tilingia　ajanensis
　　Leucothoe　grayana　var．　oblongi重olia
　　Hiscanthus　もincu宅orius
　　翼hododendron　albrechtii
　　Viburnum　furcatu皿
　　Vaccinium　smallii
　　Thelypteris　quelpaertensis
　　露pigaea　asiatica
　　Maian乞he到】魏皿　diユatatu冊

　　Sasa　藍urilensis

　　Rhododendron　tschonoskii
　　Sorbus　co恥mixta
　　　　u．La．

群集標徴種
　　ミヤマナラ

随伴種
　　ショウシ“ヨウスケ“

　　ヒメノカ“リヤス

　　イワカガミ

　　ミヤマセンキュウ

　　シナノキンハ“イ

　　ウラシ“ロヨウラク

　　コミネ加デ

　　ミネヤナギ

　　ミヤマホツツシ“

　　シラネニンシ“ン

　　ハナヒリノキ

　　カリヤス

　　ムラサキヤシオ

　　オオカメノキ

　　オオハ“スノキ

　　オオハ“ショリマ

　　イワナシ

　　マイツ“ルソウ

　　チシマザサ

　　コメツツジ

　　ナナカマド

　　　　以下雀略

15

13
12
ユ1

11
11
11
11
1÷

1＋

1÷

1＋
11
1＋
1＋
1＋
1＋
1＋
ユ＋

1＋

1＋

1＋

H6he　藤．　腫eer（m）：

H6he　（i．　Vegetation（癖）：

Zahl　d．　Aufn．：

Artenzah1：

Taも．7ネコシデーヤハズハンノキ群落

　　　　　　　βθ薦Zαoo1ッ雄b露α一．4Zημ∫ノπα65μη耀プαひGesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海抜高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植生高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査区数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出∫種

1560－175e
　　　　　　1－2

　　　　　　　　5

　　　　10－16

Trennarten　d．　Gesellschaft：
　　AIRus　盤atsu斑urae

　　Betula　corylifolia
8egleiter：
　　Betula　er難1anii

　　Cala組agrostis　hakonensis
　　Petasites　5aponicus
　　Rubus　crataegifolius
　　Rubus　koehneanus
　　Phegopteris　connectilis
　　Solidago　virga－aurea　var．　asiatica
　　Salix　vulpi舜a
　　i～ubus　microphyllus
　　Aruncus　dioicus　var．　te11uifo1・ius
　　Acもinidia　arguta
　　Hypericu韮n　erectu組

　　　　u．　a．

群落区分種
　　　　ヤハス“ハンノキ

　　　　ネコシデ

　　随伴種
　　　　タ“ケカンハ“

　　　　ヒメノカ“リヤス

　　　　フキ

　　　　クマイチゴ

　　　　ミヤマニカ“イチコ“

　　　　ミヤマワラゼ

　　　　アキノキリンソウ

　　　　キツネヤナギ

　　　　ニガイチゴ

　　　　ヤマフ“キショウマ

　　　　サルナシ

　　　　オトキ“リソウ

　　　　　　以下省略

V3－4
V＋

W＋一1
1V÷一3

1V＋一1

w÷
III＋一2

111＋一1

互11÷一1

111

11＋一2

11÷

工1＋

II＋
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H6he　蘇．　麺eer（醗）：

H6he　d．　Vegetation（冊）：

Zahl　d．　Aufn．：

ArteBzahl：

雪ab．8　マルバマンサクーブナ群集

薮amamelido－Fagetum crenatae

海抜高
植生高
調査区数
出現種数

126G－1520
　　　　12－20

　　　　　　　5

　　　28－40

Kenn　－u．Trennartel｝　d．　Ass．：

　　Thu30psis　dolabrata
　　Arachniodes　mutica
　　樋itchella　undulata
　　選enziesia　pentandra
　　Tsuga　diversifolia
　　Rhododendron　醗atternichii
　　DryOP£eris　sabaei
　　ClintoI｝ia　udensis
Arten　d．　Saso　Kurile！1sis－Fa

var．penta醗eru恥

ion　crenatae：
　　Sasa　kurilensis
　　Rhododendron　a圭brechtii
　　Lindera　umbella亀a　var．　盈e雌branacea

　　Plagiogyria　I腱atsumureana
　　至圭ex　leucoclada

　　Ski恥鵬ia　japonica　var．　inter凱edia　f．　repens
　　Ha照a膿elis　japonica　var．　ob七usa宅a

　　Fagus　crenata
　　Viburnum　furcatu醗
　　Acer　皿icranthum

　　Fraxinus　lanuginosa
　　Quercus　mongo圭ica　var．　9rosseserrata
　　Clethra　barbinervis
　　Acanthopanax　sci，a．do｛｝むylloides

　　Ainsliaea　acerifolia　var．　subapoda
　　匪）is茎）oru醗　smilaclnum

　　Tilia　japOBica
　　Acer　japonicu醗

　　Rhododendron　quinquefoliu皿
　　Paris　tetraphylla
　　Hydrangera　petiolaris
　　Vaccinium　japonicum
　　Acer　rufinerve
　　Betula　grossa

　　Enkianthus　subsessilis
　　Euony恥us　恥acrGpterus
Be　圭eiter：

　．Sorbus　com聡ixta

　　Stru宅hioPteris　niponica
　　Ilex　rugosa

Caca圭ia　adenostyloides
So．ユidago　virga－aurea　var．

HelonioPsis　orientalis
酬aianthe鵬u癖　dilata℃um
Alnus　firma　var．　hirtella
　　u．　a．

aSlatlca

群集標徴種・区分種
　　アスナロ

　　シノブ“カク“マ

　　ツルアリト“ウシ

　　コヨウラクツツシ“

　　コメツガ

　　アス“マシャクナケ“

　　ミヤマイタチシタ“

　　ツハ“メオモト

V＋一4

V÷一2
111＋一2

111＋一1

111＋一1

111＋一1

111＋

1正＋

チシマザサーブナ群団の種
　　チシマサ“サ　　　　　　　　　　　　　　　r▽3－4

　　ムラサキヤシオ　　　　　　　　　　　　　　IV＋一1

　　オオハ“クロモシ“　　　　　　　　　　　1▽＋

　　ヤマソテツ　　　　　　　　　　　　　　　　111＋一1

　　ヒメモチ　　　　　　　　　　　　　　　　II至＋

　　ツルシキミ　　　　　　　　　　　　　　　　II＋

　　マルハ“マンサク　　　　　　　　　　　　　　王＋

ブナクラスの種
　　フ“ナ　　　　　　　　　　　　　 ㍉71－3
　　オオカメノキ　　　　　　　　　　　　　　　～7÷一1

　　コミネカエデ　　　　　　　　V＋一2
　　アオタ“モ　　　　　　　　　　　　　　　　「▽÷一2

　　ミス“ナラ　　　　　　　　　　　　　　　　1▽1－3

　　リョウフ“　　　　　　　　　　　　　　　1▽÷一1

　　コシアフ“ラ　　　　　　　　　　　　　　　1▽＋一1

　　オクモミシ“バク“マ　　　　　　　　　　　r▽＋

　　チコ“ユリ　　　　　　　　　　　　　　　1▽＋

　　シナノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　Hl　1－2

　　ハウチワカエテ“　　　　　　　　　　　　　111＋一2

　　シロヤシオ　　　　　　　　　　　　　　　Hl　1－3

　　ツクハ“ネソウ　　　　　　　　　　　　　　HI＋

　　ツルアシ“サイ　　　　　　　　　　　　　　至1璽÷

　　アクシバ“　　　　　　　　　　　　　　　　1至1＋

　　ウリハタ“力工テ“　　　　　　　　　　　　　王1÷

　　ヨク“ソミネハ“リ　　　　　　　　　　　　　II＋一1

　　アブ“ラツツシ“　　　　　　　　　　　　聖王÷一1

　　ヒロハツリハ“ナ　　　　　　　　　　II＋

随伴種
　　ナナカマト“　　　　　　　　　　　　　　　V÷一3

　　シシカ“シラ　　　　　　　　　　　　　　　1▽＋

　　ツルツケ“　　　　　　　　　　　　　　　　II豆÷

　　カニコウモリ　　　　　　　　　　　　　　　　1璽1＋

　　アキノキリンソウ　　　　　　　　　　　　　H豆÷

　　ショウシ“ヨウハ“カマ　　　　　　　　　　IH＋

　　マイツ“ルソウ　　　　　　　　　　　　　　1正＋一1

　　ミヤマヤシャフ“シ　　　　　　　　　　　　　II＋

　　　　以下省略
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Tab．9ササ草原

Lfd．　｝ir．：

Hδhe　襲．　｝歪eer（縢）：

H6he　d．　Vegetation（鶏）：

Zahl　d．　Aufn．：

Artenzah1：

8α∫α一Wiesen

1：εα∫α58照ηθπ5∫∫＿Gesellschaft

2：εα5α肋プ∫Z6π∫．ゴ5－Geselschaft

通し番号

海抜高
植生高
調査区数
　　美種数

クマイザサ群落

チシマザサ群落

　　　　1

1660
1－1．2

　　　2

　　5－6

　　　2

1670

L2
　　　1

　　　7

Trennarten　d．　Gese1工scbaft＝
　　Sasa　senanensis
肇｝rennarten　d．　Gesellscha重も：

群落区分種
　　クマイザサ

群落区分種
　　チシマザサ

随伴種
　　クロヅル

　　タ“ケカンハ“

　　クマイチコ“

　　　以下省略

圃　　Sasa　kurilensis
Be　leiter：

孚ripterygium　regelii
Betula　er飢anii
Rubus　crataegifolius
　　u．　a．

2＋一2

2＋一1

2＋

11

圓1÷
ひ

Tab．10　ジュウモンジシタ㌧サワグルミ群集

Polysticho－Pterocaryetum
H6he　遙．　錘eer（膿）：

Hδhe　d．　Vegetation（m）：

Z合hl　d．　Aufn．：

Artenzah1：

海抜高
植生高
調査区数
出現種数

1140

　25
　　　1

　43
Kenn　－u．Trennarten　d．　Ass．：

　　Pterocarya　rhoifolia幽
　　Laportea　macl・ostachya
　　DryoPteris　crassirhizo膿a
　　Po！ystichμm　tripter6n
　　Ulmus　laciniata
　　Acer　argutum
　　Polystichum　retroso－Paleaceum
　　Plectranthus　ka田eba
　　Chrysospleniu窺1　fragelliferum

　　Carpinus　cordata
　　Cornus　controversa
　　Thujopsis　dolabrata
　　Viburnu飢　．furcatum

　　豆uony鵬us　sieboldianus
　　Lindera　umbellata
　　Acer　pal到1a毛u皿　var，　matsulHurae

　　Clethra　barbinervis
　　Schizophraglna　hydrangeoides
　　Hydrangera　petiolaris
　　Sasa　kurilensis
　　Euonymus　葦nelananthus
　　Ci皿icifuga　simplex
　　Trilliu皿　smallii
Begユeiter：
　　1、eUCOSCeptrU恥　japOniCU組

Carex　dolichostachya　var．
Arachniodes　standishii
Sambucus　siebo1（量iana
Coniogra冊me　inter醗edia
Asaru履　sieboldii
Gynostemma　pentaphy圭lu凱
　　u．　a。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　群集標徴種・区分種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サワグルミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヤマイラクサ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オシダ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シ“ユウモンシ“シタ“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オヒョウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アサノバカエテ“

　　　　var．　ovato－Paleaceu膿　　ツヤナシイノテ’閣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カメハ“ヒキオコシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツルネコノメソウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブナクラスの種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サワシバ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミズキ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アスナロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材カメノキ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マユミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク旺ジ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマモミシ“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リョウフ　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イワガラミ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツルアシ“ザイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チシマザサ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サワダツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サラシナショウマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エンレイソウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テンニンソウ

glaberrima　　　　　　　　　　　ミヤマカンスゲ“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リョウメンシタ“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニワトコ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イワカ“ネセ“ンマイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウスハ“サイシン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アマチャツ　ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下省略

15
12
12
工2

11
11
ユ1
！÷

1＋

11
ユ．．1

11
11
1÷
！＋

1＋
1＋．

1申

1＋

1÷
！÷

1＋

1＋

ユ3

12
12
1エ

1÷

1÷

1＋
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　　　　　　　1：Subass．　von．Fagus

　　　　　　　2：Typische　Subass．

Lfd．　封r．：

H6he嚢訓eer（m）：
H6he　d．　Vegetation（醗）：

Zahl　d．　Aufn。：

ArteDzahl：

　　　　Tab．11　ブナーイヌブナ群集

　　　　　　　　　　　　FagetUm　crenatO－japOniCae

japonicae　イヌブナ亜群集
　　　　　　　　　　典型亜群集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通し番号　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海抜高　　　　1030－1300
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植生高　　　　　　　　　15－22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査区数　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出現種数　　　　　　　　20畷9

　　　　　　　　2

1060－1120
　　　　　　　16

　　　　　　　　4

　　　　37－49

．Kenn　－u．Trennarten　d．　Ass．：

　　Enkianthus　subsessilis
　　Rhododendron　se凱ibarbat11冊
　　Viburnu轟1　wrightii
　　Carex　reinii
　　Acer　distylU醗

Trennarten　d．　Subass，：

　　Fagus　japonica
　　Sもyrax　obassia
　　Euonymlls　oxyphyl圭us

　　Cornus　controversa
　　Abies　homolepis
Arten　d．　Fa　etea　crenatae：

　　Fagus　crenata
　　Sasa　kurilensis
　　Lindera　U訂1bellata
　　Viburnu窺1　furcaもum

　　Fraxin逗s　lanuginosa
　　Acer　japonicum
　　Quercus　mongolica　var．　9rosseserrata
　　Clethra　barbinervis
　　Acer　siebol『dianum

　　Acer　r媛finerve
　　Tilia　japonica
　　Acer　憩icranthu皿

　　Kalopa勲ax　pictus
　　CornUs　kousa

　　Acanもhopanax　sciadophylloides
　　AiRsliaea　acerifolia　var．　subapoda
　　Disporu轟1　s田ilacinum
　　Be亀ula　grossa

　　Rhododendron　wadaDu醗
　　Viburnu鵬　phlebotrichu田
　　Hamamelis　japonica　var．　obtusata

幽　　Struthiopteris　niponica　　Ski下組ia　jaPonica　var．　intermedia　f．　repens
　　塾｛aiaBthe恥u田　dilatatu冊

　　膝i乞chella　und睦1aもa

　　Solidago　virga－au！」ea　var．　asiatica
　　　　u。　a．

群集標徴種・区分種
　　アブ“ラツツシ“

　　ハ“イカツツシ“

　　ミヤマカ“マス“ミ

　　コカンスが

　　ヒトツハ“日工テ“

亜群集区分種
　　イヌブナ

　　バクウンホ“ク

　　ツリハ“ナ

　　ミズキ

　　ウラジ旺ミ

ブナクラスの種
　　ブナ

　　チシマザサ

　　クロモジ

　　オオカメノキ

　　アオタ“モ

　　ハウチワカエテ“

　　ミ；そ雲．ナ．ラ・・．・

　　リョウブ

　　コハウチワカエテ“

　　ウリハタ“二一テ“

　　シナノキ

　　コミネカエデ

　　ハリキ“リ

　　ヤマボウシ

　　コシアフ“ラ

　　オクモミシ“ハク“マ

　　チコ“エリ

　　ヨク“ソミネハ“リ

　　トウコ“クミツバ“ツツシ“

　　オトコヨウソ“メ

　　マルハ“マンサク

随伴種
　　シシガシラ

　　ツルシキミ

　　マイツ“ルソウ

　　ツルアリト“ウシ

　　アキノキリンソウ

　　　　以下省略

lll＋一2

V＋一1

m＋一1
1112

W＋一3

iV1－5　i
iV＋　　｝
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

lV＋　　；

iW＋一1　i

iIV季　　i

V1－5
V3－5
V＋一1
V＋一1

V＋一1

V＋一2
1V2

1V＋

王V＋一1

11＋

HI＋一1

1i＋

m＋一2
11＋

1＋
Ill÷一1

1V＋一1

1i＋

1＋

IV÷

II＋一1

1＋
王1÷

1＋

4＋一1

3÷
3＋

4レ3
2÷一2

1÷
o

o

44
43－5
4＋一1
3＋一1

4＋一1

3÷一1

21－2
3＋一1

3＋
4＋一2

3＋
4＋一1

3＋一2

3＋一2

3＋一1

11
11
2÷一2

3＋一2

3＋

31－2

4．÷

2＋一1

3＋
2＋
1＋



H6he　麺．　きieer（短1）：

H6he　d．　Vegetation（m）：

Zahl　d．　Aufn．：

ArteRzahl：

饗ab．12　クリーコナラ群集

Castaneo－Quercetum　serratae

海抜高
植生高
調査現数
出現種数

460－920
　　20－24

　　　　　　6

　　55－86

Kenn　－u．Trennarten　d．　Ass。：

　　Abies　fir恥a

　　Quercus　serrata
　　V圭burnミ1翔　dilataも軽租

　　Ostrya　japonica
　　Castanea　crenata
　　Prunus．　apetala

　　F「axinus　sieboldiana
Arte難　d．　CarpiBo－Quercion　serratae：

群集標訓導・区分種
　　モミ

　　コナラ

　　ガマズミ

　　アサダ

　　クリ

　　チョウシ“サ“クラ

　　マルハ“アオタ“モ

V1畷
V2－5
V＋一1
111＋一1

111＋一2

111÷

III＋

　　Carpinus　laxiflora
　　鼓elios鵬a　myriaDtha

　　Cal玉icarpa　japonica
　　Carpinus　japonica
　　Sorbus　japonica
　　Ilex　macropoda
　　Acer　crataegifolium
　　Carpinus　tschonoskii
　　Rhododendron　semibarbat11皿
　　Acer　醗ono　var．　昼1ar田ora｛⊃u皿

　　Viburnum　phlebotrichum
　　Styrax　obassia
　　Viburnu珊　wrighもii
　　哲eliOS鵬a　tenuis
Arten　d．　Fageもea　crel〕atae：

　　Sapiu膿　Japon1CUHl

　　Lindera　u醗bellata
　　Ainsliaea　acerifolia　varボ
　　Rhododendron　kae組pferi
　　DisPorum　smilacinum
　　Tricyrtis　afεinis
　　FagUS　3aPonica
　　Kalopanax　pictus
　　Hamamelis　5aponica
　　Schizophragma　hydrangeoides
　　Pertya　glabrescens
　　ACer　pa圭膿atU膿　Var．　凱atSU醗Urae

　　Syneilesis　palmata
　　Corylus　siebo圭diana
　　Carpinus　cor〔韮ata

　　ト｛agnolia　obovata

　　Prunus　verecunda
　　Euony1擁us　oxyphyllus

　　Rhododeadron　wadaDU阻
　　Acer　rufinerve
　　Fagus　crenata
　．Hydrangea　hirta
　　Viburnum　furcatu胆
　　Rhus　a組bigua

　　Cornus　kousa
　　Lindera　umbellata　var．

塾　　Phryma　oblongifolia　　Astilbe　もhunbergii　var．　congesta
　　Hosta　頂ontaRa
　　Carex　siderosticもa

　　Artenmisia　keiskeana
　　Stephanandra　incisa
　　Wis毛eria　floribunda
　　Synurus　pungens
　　Carex　lasiolepis
　　Sasa　senaneRs．is

　　Carex　conica
　　　　u。　a。

s．ubapoda

組e恥branacea

イヌシデーコナラ群団の種
　　アカシテ“　　　　　　　　　　　　　　　　Vl－2

　　アワフ“キ　　　　　　　　　　　　　　　　V1－2

　　ムラサキシキブ　　　　　　　　V＋
　　クマシテ“　　　　　　　　　　　　　　　1▽＋一1

　　ウラシ“ロノキ　　　　　　　　　　　　　　1▽＋一1

　　アオハタ“　　　　　　　　　　　　　　　　1▽÷一1

　　ウリカエテ“　　　　　　　　　　　　　　　王▽÷

　　イヌシテ“　　　　　　　　　　　　　　　　III　1

　　ハ“イカツツシ“　　　　　　　　　　　　　1玉1＋一1

　　ウラケ“エンコウ　　　　　　　　　　　　　　HI＋一1

　　オトコヨウソ“メ　　　　　　　　　　　　H至÷

　　バクウンホ“ク　　　　　　　　　　　　　　1王＋一2

　　ミヤマカ“マス“ミ　　　　　　　　　　　　II＋

　　ミヤマハハソ　　　　　　　　　　　　　　　　II　1

ブナクラスの種
　　シラキ　　　　　　　　　　V＋一2
　　クロモシ“　　　　　　　　　　　　　　　　V＋一1

　　オクモミシ“バク“マ　　　　　　　　　　　V÷一1

　　ヤマツツシ“　　　　　　　　　　　　　　　V＋一1

　　チユ“ユリ　　　　　　　　　　　　　　　㍉z＋一1

　　ヤマシ“ノホトトキ“ス　　　　　　　　　V＋

　　イヌフ“ナ　　　　　　　　　　　　1▽1－2

　　ハリキ“リ　　　　　　　　　　　　　W＋一2

　　マンサク　　　　　　　　　　　　　　　　1▽＋一2

　　イワカ“ラミ　　　　　　　　　　　　　　1▽＋一1

　　ナカ“ハ“ノコウヤホ“ウキ　　　　　　　　1▽÷

　　ヤマモミシ“　　　　　　　　　　　　　　　IV＋

　　ヤフ“レカ“サ　　　　　　　　　　　1▽＋

　　ツノハシハ“ミ　　　　　　　　　　　　　　1▽＋

　　サワシバ“　　　　　　　　　　　　　　　　III＋一3

　　ホオノキ　　　　　　　　　　　　　　　　　至1夏＋一1

　　カスミサ“クラ　　　　　　　　　　　　　　IH＋

　　ツリハ　ナ　　　　　　　　　　　　1註＋

　　トウコ“クミツハ“ツツシ“　　　　　　　　III÷

　　ウリハタφ力工テ　　　　　　　　　　　　　王王＋一1

　　フ“ナ　　　　　　　　　　　　　　II＋一1

　　コアシ“サイ　　　　　　　　　　　　　　　II　1

　　オ占方メノキ　　　　　　　　　　　　　　　II＋

　　ツタウルシ　　　　　　　　　　　　　　　　王王÷

　　ヤマホ“ウシ　　　　　　　　　　　　　　　II＋

　　オオバ“クロモシ“　　　　　　　　　　　　　II＋

随伴種
　　ナカ“ハ“ハエト“クソウ　　　　　　　　　　V÷一1

　　トリアシショウマ　　　　　　　　　　　　「▽＋一1

　　オオバ“キ　ホ”ウシ　　　　　　　　　　　　V＋一1

　　タカ“ネソウ　　　　　　　　　　　　　　　1▽1

　　イヌヨモキ“　　　　　　　　　　　　　　IV÷一1

　　ココ“メウツキ“　　　　　　　　　　　　　王▽＋一1

　　フシ“　　　　　　　　　　　　　　　　　　III＋一1

　　オヤマホ“クチ　　　　　　　　　　　　　　111＋一1

　　アス“マスケ　　　　　　　　　　　　　　　III＋＿1

　　クマイサ“サ　　　　　　　　　　　　　　　11＋一5

　　ヒメカンスゲ“　　　　　　　　　　　　　　王1＋一2

　　　　以下省略

21
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Tab．13

H6he　慧．　｝ieer（m）：

H6he　d．　Vegetation（m）．：

Zahl　d．　Aufn．

Artenzah1：

ニシキウツギーミヤマヤシャブシ群集

Weigelo　decoraひAlnetum　hlrtellae

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海抜高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植　生高

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査区数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出現種数

925－1200
　　　　　2－5

　　　　　　　9

　　　16－53

Kenn　－u．望rennarteD　d．　Ass．：

　　Alaus　fir照a　var．　hirtel玉a

　　We三gela　decora

　　Aralia　elata
　　AIBus　hirsuta　var．．sibirica
Arten　d．　hδheren　Einheiten：

　　Rubus　crataegifolius
　　Salix　bakko

　　Sa皿bucus　sieboldiana
　　Euptelea　polyandra
　　Salix　inもegra

　　Buddleja　japonica
Be　leiter：

　　Betula　grossa
　　Pet．asites　japoI｝icus

　　Cala舞1agrostis　hakonensis
　　Arte田isia　princeps
　　Kubus　pal照atus　var．　coPtoPhy圭lus

　　Cornus　controversa
　　Cleもhra　barbinervis
　　Solidago　virga－aurea　yar．　asiatica
　　Fraxinus　lanuginosa
　　凹iSCal〕亀hUS　SineIISiS

　　LeucoscePtrum　japonicum
　　Eupa宅oriu韮n、　chinense　var．　sachalinense

　　Viもis．　ooignetiae

　　Stachyurus　praecox
　　Betula　ermaRii
　　Boeh慮eria　tricuspis
　　Carpinus　japonica
　　ClerodeDdron　trichoto醗u恥
　　Callicarpa　japonica
　　Carpinus　japOBica
　　LiIldera　umbellata

　　　　u．a．

群集標徴種・区分種
　　ミヤマヤシャフ“シ

　　ニシキウツギ“

　　タラノキ

　　ヤマハンノキ

上級単位の種
　　クマイチゴ

　　ハ“ッコヤナキ“

　　ニワトコ

　　フサザクラ

　　イヌコリヤナギ“

　　フジウツギ

随伴種
　　ヨク“ソミネハ“び

　　フキ

　　ビメノカ“リヤス

　　ヨモギ

　　モミシ“イチコ“

　　ミズキ

　　リョウフ“

　　アキノキリンソウ

　　アオダモ

　　ススキ

　　テンニンソウ

　　ヨツハ“ヒヨト“・リ

　　ヤマブドウ

　　キ．プシ

　　タ“ケカンハ“

　　アカソ

　　クマシデ

　　クサギ

　　ムラサキシキブ“

　　クマシデ

　　知モジ

　　　　以下省略

V÷一5
1V＋一4

1V÷一1

1111－4

V÷一1

N＋一1
1亙1

11＋一1

1王÷一l

II＋

1▽＋一1

111÷一2

111＋一2

111÷一2

1至1＋一1

111÷一1

111＋一1

111＋一1

111＋一1

111÷一1

111＋一1

111＋

III＋

II　1－3

11＋一1

11＋一1

11＋一1

11＋

H＋
II＋

H÷
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H6he　ti．　錘eer（m）：

H6he　d．　Vegetation（恥）：

Zahl　d．　Aufn．

Artenzah1：

Tab．14 タマブキーケヤキ群集

Caca11o　bulbiferae－Zelkovetum

海抜高
植生高
調査区数
出現丹心

450－565

　　22
　　　2
　46－51

Kenn　－u．Trennarten　d．　Ass．：

　Zelkova　serrata
　Cacalia　farfaraefolia　var．　bulbife｛’a
　Ci凪icifuga　acerina
　OphioPogon　PlaniscaPus
　Polygonu釦　filiforHie
　Stephanandra　incisa
Begleiter：
　Acer　palmatum
　雑orus　bombycis
　Callicarpa　japonica
　甦eliosma　myriantha
　Angelica　polyI魔orPha
　Aster　ageratoides　var．　harae　f．　1eucanthus
　AthyriUHI　niponicum
　Caca！ia　delphiniifolia
　Geu調1　japonicu則

　Tricyrtis　affinis
　Petasites　japonicus
　Acer　恥ono　var．　ambigllu皿

　Quercus　serrata
　Euptelea　polyandra
　Acer　palmatu皿　var，　matsumurae
　Parabenzoin　Praecox
　Viburnu罰　Plicatum　var．　to鵬entosu皿
　Kerria　japOflica
　Laportea　bulbifera
　　u．　a．

群集標徴種・区分種
　ケヤキ

　タマブキ

　オ才ハ“ショウマ

　才オハ“シ“ヤノピケ“

　ミズヒキ

　ココ“メウツキ“

随伴種
　イ下局モミシ“

　ヤマグワ

　ムラサキシキブ“

　アワブキ

　シラネセンキュウ

　シロヨメナ

　イヌワラビ

　モミジガサ
　ダイコンソウ

　ヤマシミノホトトキ“ス

　フキ

　オニイタヤ

　コナラ

　フサザクラ

　ヤマモミジ

　アフ“ラチャン

　ヤフ“テ“マリ

　ヤマブキ

　ムカコ“イラクサ

　　以下省略

24
2＋一！

2＋一1

2＋一1

2＋
1＋

22
2＋
2＋
2＋
21
21
2＋一1

2＋
2＋
2＋

2＋
12
11
13
！1

11
1＋
12
1＋

2）　植栽適性樹種

　植栽にあたっては，上述のように潜在自然植生の研究を踏まえ，以下の点に注意した樹種の選定が基本となる。

　（1）植栽予定地の立地条件をよく検討し，その立地の潜在自然植生の構成種を中心にした樹種の中から適性樹

種の選定を行なう。塩出道路の各潜在自然植生から導きだされた植栽可能樹種が（Tab．！5）に示されている。

　（2）将来高木になる樹種を選定する。最も安定した環境保全機能を果たす樹林は，高木林の気候的潜在自然植

生である。

　（3）林内を保全するためにマント群落やソデ群落の構成種を選定し（Tab．！6），保全林の階層的多様性を豊か

にし，将来高木林となる樹林の保護・安定を計る。道路に面した林野には，花木など修景や美観を考慮した種を

選定してもよい。

　（4）潜在自然植生構成種の中から，なるべく多くの種群を選定する。総合的環境保全・災害防止機能を高める

ため，種組成，構造ともにより自然林に近い，安定した多層構造の森林をつくる。

　（5）ポプラ，スズカケ，ユリノキ，トウカエデ，ヒマラヤスギ，ドイツトウヒなど外来樹種の選定は避ける。

その地域での生態的地位が確立されていない外来樹種は，生態学的にみても不適切で活着，生長が期待されない

ばかりでなく，根が浅いために台風・地震などで倒れやすいなど自然災害に耐える力が弱い。また，外観的にも

不自然である。

　（6）塩那道路のように崩壊が激しい立地の場合，充分な土木的な基盤整備が行なわれることは前提条件である。

しかし，整備後も完全に土壌の移動が止らないと予想される立地には，ブナクラス域ではミヤマヤシャブシ，ニ

シキウツギなど，コケモモートウヒクラス域ではやハズハンノキ，ネコシデなどの先駆性樹種を混植して，立地
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の安定化を図ることも必要である。

Tab．15　塩那道路の各潜在自然植生域における植栽可能種

a）コケモモートウヒクラス域　Vaccinio－Piceetea－Gebiet

　　　　　　　シラビソーオオシラビソ群集Abietetum　veichio禰ariesii

　　　　　　　コメツガ群落Tsuga　diversiflora－Gesellschaft

　　　　　　　アカミノイヌツゲークロベ群集ハイマツファシスIlici－Thujetu田standisii，Fazies　von
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PinUS　PUmila

　　　　　　　チシマザサーダケカンバ群集Sasa　kurilensis－Betula　ermanii－Gesellschaft

　　　　　　　ナナカマドーミネザクラ群落Sorbus　co田mixta－Prunus　pipponica－Gesellschaft

　　　　　　　ネコシデーダケカンバ群落Betula　corylifolia－Alnus膿atsu斑urae－Gesellschaft

高木層Bau田schicht

コメツカ“　蜜suga　diVersifolia　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナナカマド　　Sorbus　co皿聡ixta

シラヒ“ソ　Abies　veitcl｝ii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オカ“ラバ“ナ　Acer　ukurunduense

オオシラヒ“ソ　Abies　mariesii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミネカエテ“　Acer　tschonoskii

タ“ケカンハ“　Betula　er皿anii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コミネカエテ“　Acer　柵icranthum

ネコシテ“　Beもula　corylifolia　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミネサ“．クラ　Prunus　nipPonica

ヤハス“ハンノキ　AlnUS　狙atSU恥urae

低木層Strauchschicht

バクサンシャクナゲ“　Rhododendron　brachycarpum　　　　　　　　ウラシ“ロヨウラク　逝enziesia　multiflora

アス“マシャクナケ“　Rhododendron　．組at、ternichi．i　　　　　　　　コヨウラクツツシ“　琶enziesia　peRtandra

var．penta照eru租　　　　ハリフ“キ　OplopaRax　japonicus

アカミノイヌツケ“　Ilex　sugerokii　var．　　　　　　　　　　　　　　ハイマツ　Pinus　pu膿ila

brevipedul｝culata　　　　チシマサ“サ　Sasa　kurilensis

草本層　Krautschicht

コ“セ“ンタチハ“ナ　CorDus　caI〕adensis　　　　　　　　　　　　　　　タケシマラン　Streptopus　streptoPoides

カニコウモリ　Cacalia　adenostyloides　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var．　jaPonicus

コミヤマカタハ“ミ　Oxalis　acetosella　　　　　　　　　　　　　　　　　マイツ“ルソウ　Haianthemum　dila亀a．tum

コ“ヨウィチコ“　Rubus　lkenoensis　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツルツケ“　11ex　rugosa

コ“カヨウオウレン　Coptis　quinqueε01ia　　　　　　　　　　　　　　　トウケ“シバ“　LycoPodiu恥　serratu飢

b）アカミノイヌツゲークロベ群集域Ilici－Thu5e禰standisii－Gebi蕊

高木層Bau鋤schicht

クロへ“　Thuja　standishii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アスナロ　τhu30psis　dolabrata

コメツカ“　Tsuga　diversifolia　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメコマツ　Pinus　parviflora

ミス“ナラ　Quercus　組ongolica　var．　9rosseserrata

低木層Strauchschicht

アス“マシャクナケ“　Rho（歪odendron　matternichi玉　　　　　　　重ツツシ“　Tripetaleia　panicilata

var。Penta癒eru田　　　　サラサト“ウダ“ン　Enkianthus　campanulatus

バクサンシャクナゲ“　Rhododendron　brachycarpu蜀　　　　　　　ムラサキヤシオ　RhododeDdron　albrechtii

アカミノイヌツケ“　Ilex　sugerokii　var．　　　　　　　　　　　　　　ナナカマト“　Sorbus　commix毛a

brevipedunculata　　　　コミネカエテ“　Acer　micral｝thum

ヤマク“ルマ　τrochodendron　aralioides　　　　　　　　　　　　　オオカメノキ　Viburnu怨　furcatum

コヨウラクツツシ“　踵enz圭esia　peDtandra　　　　　　　　　　　　　　　コシアフ“ラ　Acan乞hopanax　sciadophylユoides
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ミヤマシク“レ　Viburnum　urceolatu組 var．
ツルシキミ Ski獄田ia　japonica　var． inter紐edia

procumbens f． repens

草本層　　Krautschicht

シノブ“カク“マ　Arachaiodes　mutica シシがシラ StruthioP毛eris　nipoDica

ツルツケ“　Ilex　rugosa トウゲシバ Lycopodiu頂　serratum
ツルリント“ウ　Tripterosper皿um　　’　　　　　●iaponlcum ヤマソテツ PlagiOgyria　matSU租UreaBa
イワナシ　Epigaea　asiatica

c）マルバマンサクーブナ群集域Ham翻elido－Fagetu皿crenatae－Gebiet

高木層　Bau韮1schicht

フ“ナ　Fagus　crenata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コハウチワカエテ：“　Acer　sieboldiahum

ミス“ナラ　Quercus　mongolica　var．　grosseserrata　　コミネカエテ“　Acer　憩icranもhu1n

アスナ目　Thujopsis　dolabrata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオタ“モ　Fraxinus　lanuginosa

シナノキ　Tilia　japonica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コシアフ“ラ　Acanthopanax　sciadophylloides

ハウチワカエテ“　Acer　japonicum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナナカマド　　Sorbus　co冊皿ixta

オオカメノキ　Viburnu頂　furcatum　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルハ“マンサク　Ha弼a鵬elis　japonica　var，　obtusata

サラサト“ウタ“ン　Enkiagthus　campaDulatus　　　　　　　　　　　ヒメモチ　11ex　leucoclada

シロヤシオ　Rhododendrol｝　qulnquefoliu拠　　　　　　　　　　　ボツツシ“　τripetaleia　panicilata

ムラサキヤシオ　Rhododendron　albrechtii　　　　　　　　　　　　コヨウラクツツシ“　琵6nziesia　pentand罫a

オオバ“クロモシ“　Lindera　u紐bellata　　　　　　　　　　　　　　　　チシマサ“サ　Sasa　kurilensis

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var．　稲embranacea　　　　リョウフ“　Clethra　barbinervis

草本層Krautschicht

シシカ“シラ　Strミ】thioPteris　澱ipo丑ica　　　　　　　　　　　　　ミヤマイタチシタ“　Pryopteris　sabaei

オクモミシ“バク“マ　Ainsliaea．acerifolia　　　　　　　　　　　　　ヤマソテツ　P］agiogyria　matsumureana

var．　subapoda　　　　　チコ“ユリ　DisPoru田　s斑ilaci且um

アクシハ“　Vacciniu顕　japonicu田　　　　　　　　　　　　　　　　　ツクハ“ネソウ　Paris　tetraphy王la

シノブ“カク“マ　Arachniodes　醗utica

d）ブナーイヌブナ群集域．Fagetum　crenato－japonicae－Gebiet

高木層Bau田schicht

フ“ナ　Fagus　crenata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒトツハ“カェテ“　Acer　distylu租

イヌフ“ナ　Fagus　japo韮ica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウラケ“エンコウカエテ“　Acer　mo無。　var．　connivenS

ミズナラQuercus醗。㎎oHca　var．　grosseserrataハウチワカエテ“Acer　japonicu胡

イヌシテ“　Carpinus　tschonoskii　　　　　　　　　　　　　　　　　．コハウチワカエテ“　Acer　sieboldianum

アカシテ“　Carpinus　laxiflora　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウリハタ“カエテ“　Acer　rufinerve

クマシテ“　Carpinus　japonica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルハ“アオダ“モ　Fraxinus　sieboldiana

ヨク“ソミネハ“リ　Betula　grossa　　　　　　　　　　　　　　　　　　カスミサ“クラ　Prunus　verecunda

才ノオレカンハ“　Betula　sch通idtii　　　　　　　　　　　　　　　　　ウラシ“ロノキ　Sorbus　japonica

クリ　Castanea　crenata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマホ“ウシ　CornuS　kousa

ハリキ“リ　Kalopanax　pictus　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リョウフ“　Clethra　barbinervis

低木層Strauchschicht

アブ“ラツヲシ“　Enkianthus　subsessilis　　　　　　　　　　　　バクウンホ3ク　Styrax　obassia
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ハ“イカツツシ“　Rhododendron　semibarbatum　　　　　　　　　　ツリハ“ナ　据uony偲us　oxyphyllus

シロヤシオ　RhododeI｝dron　qu圭nquefolium　　　　　　　　　　　　オオカメノキ　Viburnu田　furcatum

トウコ“クミツバ“ツツシ“　Rhododendron　wadanum　　　　　　　　　ヤマウルシ　Rhus　trlchocarpa

ミヤマカ“マス“ミ　Viburnum　wrightii　　　　　　　　　　　　　　　　チシマサ“サ　Sasa　kurilensis

クロモシ“　Lindera　umbellata

草本層Krautschicht

．シシカ9シラ　Struthiopteris　niponica　　　　　　　　　　　　　　コカンスケ“　Carex　reinii

オクモミシ“バク“マ　Ainsliaea　acerifolia　　　　　　　　　　　　ヒメカンスゲ“　Carex　conica

var．　subapoda　　　　　　　アクシバ“　Vacclniu孤　japonicum

ツルシキミ　Ski層層ia　japoDica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チコ“ユリ　Dlsporu；n　s田ilacinu皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．魔≠秩D　il｝ter田edia　f．　repeRs　　　　　　　ツクハ“ネソウ　Paris　tetraphylla

e）クリーコナラ群集域Castaneo－Quercetum　serratae－Gebiet

高木層Baumschicht

コナラ　Ωuercus　serrata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒトツハ“二二テ“　Acer　distylu則

クリ　Casもanea　crenata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウラケ“エンコウカエテ“　Acer　組ono　var隔　connivens

モミ　Ables　fir斑a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コハウチワカエテ“　Acer　sieboldianum

イヌフ“ナ　Fagus　japonica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウリハダ“力工テ“　Acer　rufinerve

イヌシテ“　Carpinus　tschonoskii　　　　　　　　　　　　　　　　マルハ“アオタ“モ　罫raxiDus　sieboldiana

アカシテ“　Carpinus　laxif王σra　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カスミサ“クラ　Prunus　verecunda

クマシテ“　Carpi．nus　japonica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チョウシ“サ“クラ　Prunus　apeもala

サワシハ“　Carpinus　cordata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウラシ“ロノキ　Sorbus　jaPonica

ヨク“ソミネハ“リ　Betula　grossa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア二二タ“　Ilex　1nacropoda

アサタ“　Ostrya　jaPonica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リョウフ“　Clethra　barbinervis

ハリキ“リ　KaloPanax　Pictus

低木層Strauchschicht

ムラサキシキブ“　Callicarpa　japoDica　　　　　　　　　　　　　　　ハ“イカツツシ“　Rho（iodendron　se彊ibarbatum

カ“マス“ミ　ViburRu田　di玉atatum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トウコ“クミツバ“ツツシ“　Rhododendron　wadanum

ヤマツツシ“　Rhododendron　kae醗pferi　　　　　　　　　　　　　　ミヤマカ“マス“ミ　Viburnu醸　wrightii

アワフ“キ　顛eliosma　皿yriantha　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オオカメノキ　Viburnu斑　furcatu旧

バクウンホ“ク　Styrax　obassia　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オトコヨウソ“メ　Viburnu墨　phlebotr主chu釦

シラキ　Sapiu獄　japonicum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウリカエテ“　Acer　crataegifoliu皿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亭Rコ“メウツキ“　Stephanandra　incisa　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマウルシ　Rhus　trichocarpa

コアシ“サイ　Bydrangea　hirta　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツクハ“ネウツキ“　Abelia　spathulata

クロモシ“　Lindera　u組bellata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カマツカ　Pourthiaea　villosa　var．　laevis

草本層Krautschicht

ナカ“ハ“：！ウヤホ“ウキ　Pertya　glabrescens　　　　　　　　　　　　イヌヨモキ“　Artenmisia　keiskeana

チコ“ユリ　DlsPoru秘　smilacinu鵬　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌワラビ“　Athyriu斑　niponicu紐

オクモミシ“ハク“マ　Ainsliaea　acerifolia　　　　　　　　　　　　タカ“ネソウ　Carex　siderosticta

var．　subapoda　　　　　　　　ヤフ“1ノカ“サ　Syneilesis　pal冊ata

シロヨメナ　Aster　agera毛oides　var．　harae　　　　　　　　　　アス“マスケ“　Carex　lasiolepis

f。　1eucanthus　　　　　　　　ヒメカンスゲ“　Carex　conica

コチチ“ミサ“サ　OP1主s1嚢enus　uRd媛1atifolius　　　　　　　　　　ヌスヒ“トハキ“　Des無odiu組　oxyphy1主u皿

var．　japonicus　　　　　　　オオバ“キ“ホ“ウシ　Hosta　田ontana

フクオウソウ　Prenanthes　acerifolia　　　　　　　　　　　　　　　シラヤマキ“ク　Aster　scaber

ナカ“ハ“ハエト“クソウ　Phry田a　oblongifolia　　　　　　　　　　　ヒメカンスゲ“　Carex　conica
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f）ジュウモンジシダーサワグルミ群集域Polyst主cho－Pterocaryetu恥一Gebiet

高木層Baumschicht

サワク“ルミ　Pterocarya　rhoifolia カツラ　Cercidiphyllum　japonicu冊

オヒョウ　Ul聡US　laciniata トチノキ　Aesculus　turbinata

低木層Strauchschicht

ウリノキ　Alang玉uln　platanifolium　var． trilobu圃 チト“リノキ　Acer　carPinifo玉iu則

ヤフ“テ“マリ　Viburnu鵬　plicatu凱 var． tomentOSU順 ミツテ“力工テ“　Acer　cissifoli瓠凱

ヤマアシ“サイ　Hydrangea　macrophylla ヤマモミシ“　Acer　pal凱atu細　var．　maもsu撮urae

var． acuminata フササ“クラ　Euptelea　polyandra

ニワトコ　Sa田bucus　sieboldiana サワシバ“　Carpinus　cordata

アサノバカエテ“　Acer　argutu穏

草本層Krautschicht

シ“ユウモンシ“シタ“　Polystichu組 　　・狽窒撃垂狽?ｒｏ? カメハ“ヒキオコシ　Plectranthus　kameba

オシタ“　DryoPteris　crassirhizo1琵a
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
Nサソテツ　鍼atteuccia　sもruthioPteris

ムカコ“イラクサ　1、aportea　bu王bifera ヤク“ルマソウ　Rodgersia　podophylla

ミヤマイラクサ　Laportea　慮acrostachya ツルネコノメソウ　ChrysosP圭eniu聡　fragelliferum

タニキ“キョウ　PeracarPa　carnosa var． circaeoides キヨタキシタ“　Dip玉azium　squamigeru翔

9）タマブキーケヤキ群集域Cacalio　bulbiferae－Zelkovetu隆Gebiet

高木層Bau紐schicht

ケヤキ　Zelkova　serrata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オニイタヤ　Acer　痢ono　var．　a凪biguu凱

イロハモミシ“　Acer　pah】atu雁　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工ソ“1ノキ　Celtis　jessoensis

オオモミシ“　Acer　plamatum　var．　amoeDU皿

低木層Sもrauchschicht

ヤマフ“キ　Kerria　jaPonica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤフ“テ“マリ　Viburnuln　plicaもum　var．　tomentosum

アブ“ラチャン　Parabenzoin　praecox　　　　　　　　　　　　　　　　　フササ“クラ　Euptelea　polyandra

ココ“メウツキ“　Stephanandra　incisa　　　　　　　　　　　　　　　　ウツキ“　Deutzia　crenata

ヤマアシ“サイ馳Hydrangea　macrophylla　　　　　　　　　　　　　　　ヤマク“ワ　藤orus　bombycis

var．　acu恥inata　　　ムラサキシキブ“　CallicarPa　jaPonica

タマアシ“サイ　Hydrangea　involucrata

草本層Krautschicht

タマフ“キ　Cacalia　farfaraefolia　var。　bulbifera　　オ才ハ“ショウマ　Ciπ｝1clfuga　acerina

モミシ“カ“サ　Cacalia　delphiniifolia　　　　　　　　　　　　　　ウワハ“ミソウ　Elatoste斑a　u摂bellatum　var．　H】ajus

シロヨメナ　Aster　ageratoides　var，　harae　　　　　　　　　．ウハ“ユリ　Lilium　cordatum

f．　leucanthus　　ウマノミツバ“　Sanicula　chinensis

オクモミシ“バク“マ　Ainsliaea　acerifolia　　　　　　　　　　　　アオミスや　Pilea　mongolica

var．　subapoda　　ミツハ“　Cryptotaenia　japonica

タ“イコンソウ　Geu癌　japonicu飢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムカコ“イラクサ　Laportea　bulblfera

シラネセンキュウ　Angelica　poly偲orpha　　　　　　　　　　　　　　　クサコアカソ　80eh班eria　gracllis

ミス“ヒキ　Polygonum　filifor斑e　　　　　　　　　　　　　　　　　オオバ“シ“ヤノピケ“　Ophiopogon　planiscapus

ヤマシ“ノホトトキ“ス　Tricyrtis　affinis
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Tab．16　各潜在自然植生域の雨縁群落植栽可能種

a）コケモモートウヒクラス域Vaccinio－Piceetea－Gebiet

マント群落　甑ntelgesellschaften

ミネヤナキ“　Salix　reinii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ“ケカンハ“　Betula　ermanii

ヤハス“ハンノキ　Alnus　珊atsu獄urae　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヤマニカ“イチコ“　Rubus　koehneanus

オカ“ラバ“ナ　Acer　ukurunduense　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ間門イチコ“　Rubus　皿icrophyllus

ミネサ“クラ　Prunus　nipPonica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クマイチコ“　Rubus　crataegifoli越s

ナナカマト“　Sorbus　co翼1窺1ixta　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロツ“ル　Tripterygium　regelii

ネコシテ“　Betula　corylifo王ia

ソデ群落　Sau憩gesellschafte難

ヒメノカ“リヤス　Calamagrostis　hakonel｝sis　　　　　　　　　　　フキ　Petasites　ja夢onicus

ヤマハ｝、コ　Anaphalis　πiargaritacea　var．　angustior　　オトキ“リソウ　Hyperic日H】erectu皿

オオバ“ノヨツハ“ムク“ラ　Galiu膿　kamtschaticu獄　　　　　　　　　　　ヘビ“ノネコ“サ“　Athyriu書n『yokoscense

ミヤマワヒ“　Phegopteris　conaectilis　　　　　　　　　　　　　　　ミヤマアキノキリンソウ　S61idago　vrgaure…し．var．leiocarpa

b）ササーブナオーダー域

　　　　　マルバマンサクーブナ群集Hamamelido－Fagetum　crenatae

　　　　　ブナーイヌブナ群集Faget臆crenato－3aponocae

マント群落．・，謎aptelgeSellSChaften

ニシキウツギ“　Weigela　decora　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クサキ“　Clerodendron　trichotomu剰

タニウツギ“　曾eigela　horもensis　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツノハシバ“ミ　Corylus　sieboll（垂iana

ノリウツギ“　Hydrangea　paniculata　　　　　　　　　　　　　　　　　ココ“メウツキ“　Stepha登andra　incisa

ハ“ッコヤナキ“　Salix　bakko　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマハキ“　Lespedeza　bicolor　f．　acutifolia

ミヤマヤシャフ“シ　A圭nus　firma　var。　hirtella　　　　　　　　　　サルナシ　Actinldia　arguta

ヤマハンノキ　AIBus　hirsuta　var．　sibirica　　　　　　　　　　ヤマフ“ト“ウ　Vitis　coignetiae

タラノキ　Aralia　elata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツルウメモト“キ　Celastrus　orbiculatus

クマイチコ“　Rubus　craもaegifolius　　　　　　　　　　　　　　　　　クマヤナキ“　Berche懸ia　race雌osa

クロイチコ“　Rubus　憩esogaeus　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホ“タンツ“ル　Clematis　apiifolia

ニカ“イチコ“　Rubus　斑icrophyllus　　　　　　　　　　　　　　　　　サンカクツ“ル　Vitis　flexuosa

フシ“ウツキ“　Buddleja　japonica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キクハ“ト“コロ　Dioscorea　septemloba

ウツキ“　Deutzia　crenata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミツバ“アケヒ“　Akebia　trifoliata

ソデ群落　Sau粗gesellschaften

イタ｝・“リ　Polygonu！日　cusPidatu斑　　　　　　　　　　　　　　　　　　テンニンソウ　Leucosceptrum　japonicum

ヨツハ“ヒヨト“リ・Eupatoriu田　chinel｝se　　　　　　　　　　　　　　　　オオヨモキ“　Artemisia　montana

var．　sachalineRse　　　　　　ナンフ“アサ“ミ　Cirsi11囎　niPPQnicu組

ススキ　｝Iiseanthus　slnensis　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テキリスケ“　Carex　kiotensis

山田ハンコ“ンソウ　Hロdbeckia　lacinlata　　　　　　　　　　　　　　　アキノキリンソウ　So玉idago　virga－aurea　var．　asiatica

コ“マナ　Aster　glehnii　var．　hondoensis　　　　　　　　　　クルマハ“バク“マ　Pertya　’rigidula

ヤマハハコ　Anaphalis　脇argaritacea　var．　angustior　　オヤマホ“クチ　Synurus　Pungens
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フキ　Peもasites　japonicus

トリアシショウマ　Astilbe　thunbergii　var．　congesta

ヤマフ“キショウマAruncus　dioicus　var，　tenuifolius

ヒメノカ“リヤス　Cala紐agrostis　hakon（≧nsis

ウト“　Aralia　cordata

ヤクシソウ　Paraixeris　dentlculata

イヌカ“ンソク　｝latteuccla　orientalis

c）ジュウモンジシダーサワグルミ群集域

マント群．落ぬ批eユgeseUschaften

ニワトコ　Sa捕bucus　sieboldiana　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミツバ“ウツキ“　Staphylea　buma圭da

ヤマアシ“サイ　Hydrange己　斑acrophylla　　　　　　　　　　　　　　　ハ“イカウツキ“　Phlladel茎｝hus　satsu皿i

var．　acuminata　　　　アブ“ラチャン　Parabenzoin　praecox

タマアシ“サイ　Hydrangea　involucrata　　　　　　　　　　　　　　　ヤマク“ワ　｝iorus　bombycis

ヤフ“テ“マリ　Viburnu膿　plicatu冊　var．　tomentbsum　　　　コクサキ“　Orixa　japonica

コアカソ　80ehlneria　spicata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サルナシ　Ac毛inidia　argu℃a

フササ“クラ　EuPtelea　PolyandlLa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマフ“ト“ウ　Vi乞is　coig登etiae

ウツキ“　Deutzia　crenata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツルウメモドキ　Celastrus　orbicula宅us

ソデ群落　Saumgesellschaften

テンニンソウ　Leucosceptrum　japonicu組　　　　　　　　　　　　　　シラネセンキュウ　Angelica　Polymorpha

カメハ“ヒキオコシ　PlectranthUs　ka組eba　　　　　　　　　　　　　　　ミソ“シタ“　Stegnogra！n磁a　pozoi　subsp．　珀ollissi釦a

ムカコ“イラクサ　Laportea　bulbifera　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヤマタニソハ“　Polygonu偲　debile

ミヤマイラクサ　Laportea　macrostachya　　　　　　　　　　　　　　　タニソバ“　Polygonu膿．nepalense

ウワハ“ミソウ　露1atoste坦a　umbellatu搬　val㌧．，．・m趣jus　　　　　タニタテ“　Circaea　erubescens

ツリフネソウ　1膿patiens　textori　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アカソ　Boehmeria　tricuspis

キツリフネ　1紐patlens　nolitangere　　　　　　　　　　　　　　　　　クサコアカソ　Boehmeria　gracilis

ヤク“ルマソウ　Rodgers玉a　podophylla　　　　　　　　　　　　　　　　サラシナショウマ　Cimicifuga　si擬Plex

ミヤマカンスゲ“　Carex　dolichostachya　var．glaberrima　キオン　Senecio　nemorel｝sis

オクノ方ンズケ“　Carex　foliosissima　　　　　　　　　　　　　　　　　アカハ“ナ　君pilobium　pyrricholophu田

シ“ユウモンシ“シタ“　Polystichu租　tripteron　　　　　　　　　　　　クカ“イソウ　Veronicastrum　sibiricu凱

オシタ“　Dryopteris　crassirhizoma

d）イヌシデーコナラ群団域

マント群落　醒antelgesellschaften

クサキ“　Clerodendron　trichoto紐u稲

ニシキウツギ“　Weigela　decora

タラノキ　Aralia　elata

ハ“ッコヤナキ“　SaIix　bakko

イヌコリヤナギ“　Salix　integra

ノリウツギ“　Hydrangea　paniculata

＝！コ“メウツキ“　Stephanan（孟ra　incisa

クマイチコ“　Rubus　crataegifolius

モミシ“イチコ“　Rubus　pal獄atus

　　　　　　　　　　　　　　　　var．　coptophyllus

キフ“シ　Stachyurus　praecox

ノイハ“ラ　Rosa　膿ultiflora

ホ“タンツ“ル　Cle組atis　aPiifolia

ヌルテ“　Rhus　javanica

ウツキ“　Deutzia　crena毛a

フシ“ウツキ“　Budd玉eja　japo！1i、ca

ヤマク“ワ　雑orus　bombycis

フシ“　Wisteria　floribunda

サルトリイPハ“ラS盤ilax　china

スイカス“ラ　Lonicera　japonica

ミツバ“アケビ“　Akebia　trifoliata

クマヤナキ“　Berche翔ia　racelnosa

マタタビ“　Actinidia　polygan】a
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ソデ群落　Sau順gesellschaften

ヨモキ“　Artemisia　Princeps

カ“ンクヒ“ソウ　Carpesiu恥　divaricatu期

ヤマトウハ“ナ　Clinopodlum　gracile

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var．　霜ulticaule

ハナタテ“　Polygonu組　yokusaianum

イノコツ“チAchyranthes　japonica

フキ　PetaSiteS　jaPOniCUS

ヨツハ“ヒヨト“リ　Eupa紅oriu澱　chinense

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var，　sachalinense

アキノキリンソウ　Solidago　virga－aurea

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var．　aslatlca

ススキ　廻iscanthus　sinensis

ユウカ“キ“ク　Kali皿eris　pinnatifida

アシホ“ソ　矧iCrOS℃egiU翔　Vi皿ineUm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var．　polystachyu皿

コチチ“．ミサ“サ　Oplismenus　undulatifolius

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var．　JapO罰ICUS

ヤクシソウ　Paraixeris、de！〕ticulata

e）タマブキーケヤキ群集

マント群落　甑ntelgesellschaften

ニワトユ　Sambucus　sieboldiana

コクラキ“　Orixa　ja沿onica

タマアシ“サイ　HydraRgea　involucrata

ヤマアシ“サイ　Hydrangea　獄acro沿hylla

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var．　aCU組1nata

ヒメウツキ“　Deutzla　gracilis

ヤマフ“キ　Kerria　japonica

ヤマク“ワ　暦orus　bombycis

アブ“ラチャン　Parabenzoin　Praecox

ミツバ“ウツキ“　Staphyiea　bu潮alda

フササ“クラ　Euptelea　Polyandra　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ“イカウツキ“　Philadelphus　sats田11i

コアカソ　Boeh！Beria　spicata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マタタビ“　Actinidia　polygama

ウツキ“　Deutzla、．、£renata

ソデ群落　Sau皿gesellschaften

タマフ“キ　Cacalia　farfaraefolia　var．　bulbifera　　　ツリフネソウ　王用patiens　textor1

タ“イコンソウ　Geu避　jaPonicum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キツリフネ　Impatiens　nolitangere

ミス“ヒキ　Polygonu翔　fillforme　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケキツネノホ“タン　Ranunculus　canもoniensis

ト“クタ“ミ　Bouttuynia　cordata　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イノコツ“チ　Achyran宅hes　japonica

クサコアカソ　Boehmeria　gracilis　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コチチ“ミサ“サ　OP玉is患enus　undulatlfo王1us

ムカコ“イラクサ　Laportea　bulbifera　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　var．　japonicus

ミソ“ソバ“　Polygonu紐　thunbergii　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマトウハ“ナ　Clinopodium　gracile　var．　血ulticaule

キンミス“ヒキ　Agrimonia　japonica　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌトウハ“ナ　CliRoPodiu1B　IBicranthu照

ミツハ“　Cryptotaenia　japonica　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌスヒ“トハキ“　Des1Bodiun｝oxyphyllum

ウマノミヅハ“　Sanicula　chinensis　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌタテ“　Polygonu匪　10ngisetu翔

シラネセンキュウ　Angelica　polymorpha　　　　　　　　　　　　　　　　　ノブ“キ　Adenocaulon　himalaicum

ア才ミス“　Pilea　田ongolica　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カキ｝“オシ　Glechoma　hederacea　var．　grandis

キハ“ナカ“ンクヒ“ソウ　Carpes玉ulB　divaricatu田　　　　　　　　　　トホ“シカ“ラ　Festuca　parvigluma

ヘヒ“イチコ“　Duchesnea　chrysantha　　　　　　　　　　　　　　　　ミス“タマソウ　Circaea　聡01圭is

アシホ“ソ　｝licrostegiu恥　vi紐ineu皿　　　　　　　　　　　　　　　　　アカネ　Rubia　akane

var．　Polystachyum　　　　　　カワラスケ“　Carex　incisa
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3）　植栽計画・方法

　環境問題が地球的課題となってきている現在，植栽も記念植樹のような，高木の成木を単木的に植える“緑化”

ではなく，植生生態学的手法による環境保全林の創造を目的として計繭されることが必要である。

　G）　植物生態学的手法に基づく環境保全林形成の視点

　植物生態学的手法に基づく環境保全林形成の目的に，その立地に適した植生である潜在自然植生により近い相

観・種組成をもつ植分を育成・再生し，その地域の総合的な環境保全を計ることにある。

　潜在自然植生はその土地の現在，成立し得る理論的な終局群落である。しかし，自然にまかせた実際の終局ま

たは遷移の終極としての極相群落形成では，150～300年ぐらい長年月の時間をかけた遷移によって種組成が変動

し，極相群落構成種（潜在自然植生構成種）が決定される。土壌も遷移が進むにつれて発達し安定していく。環

境保全林形成では時間を要する自然林形成の途中の過程を省略し，短時間で行なおうとするものである。

　すなわち，現存している自然植生から潜在自然植生を判定し，植栽樹種を決定する。土壌条件も同じく現存す

る自然植生を参考に表土の客土などの土壌改良を行なう。立地条件の整った植栽予定地に移植する際に自然林に

近いように混植・密植法を用いる。このようにして植えられた潜在自然植生の構成種はせり合い効果によって速

やかに生長し，自然林に近い高分を形成する。立地条件，環境条件のよいところでは，植栽後10数年で約10m近

くまで生長し，20年を経た植栽地では，多層構造をもった自然林に近い森林に発達してくる。

　（2）　ポット苗の使用

　植樹というと成木あるいは苗床で大きく生長させた苗の移植を考えがちである。しかし，その場合植栽される

樹種は根切りが施されているため，植栽されても水分の根からの吸収量と葉からの蒸散量の収支があわず，樹勢

が弱まって枯死しやすい。したがって，根群が自然状態のままの苗が使用されることが望ましい。ポット苗は苗

床で発芽させた実生をビニール製ポットに移植し，根切りせずに育成させた苗である。そのため，ポットに充満

したよく生長・発達した魚群を持っており，移植と同時に生長をはじめ生長も早い。

1．　ポット苗の利点

　・根群の発達が良いため100％に近い高い活着率をもっている。

　・移植が簡単である。深さ20cm程度の穴が掘れる道具があれぽ移植ができる。

　・移植後，支柱などで萬を支える必要がない。

　・苗木の単価・コストが安い。

　・苗木の取り扱い方が簡単である。

　・すぐに移植できなくても，給水だけで長期間保存しておくことができる。

　・長期的に計画すれば，現地での生産，供給が可能である。現地で生産された苗の方がエコタイプとしてより

　　望ましい。

2．　ポット苗選定上の留意点

　・病害虫に侵されていないこと。

　・根群がポットの中に充満していること。

　・直根が切られていないこと。燕床で生長した苗を直前にポットに移植した“にせポット苗”に注意する。

　・地上と地下部（根部）のバランスがとれていること。地上部は立派でも地下部が貧弱の場合，移植後の生長

　　が悪いことがあるので，良く根群の発達したものを選ぶ。
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　・徒長していないガッシリとした苗であること。

　・苗の樹齢は3～4年生の，実生からポットで育成されたものが望ましいが，やむを得ない場合でも，ポット

　　内で少なくとも半年以上養生された幼苗を使う。

　（3）　二品と植栽密度

　植物生態学的手法に基づいた環境保全林形成の特徴は，ポット苗を用いた混乱・密植である。環境保全林は，

できるだけ自然林に近い森の生態系を回復するため，できるだけ多くの種群の混植を原則とする。また1m2あ

たり2～4本と高密度で植栽する。植栽された苗はせり合い効果で一斉に生長する。更に生長して温温が形成さ

れるようになると光の不足する個体が生じて閾引きされ，自然淘汰によって生き残った個体により安定した樹林

が形成される。

1．密度の効果

　・密度効果セこよりイ心張生三長カミ早し・。

　・樹冠が早くうっ閉するため，強風・寒気などの環境圧を緩和する。

　・樹冠のうっ閉によって太陽光線がさえぎられ，林床への雑草の侵入を防ぐ。また地面の乾燥を防ぎ地力保持

　　に役立つ。

　・雨が直接林床に当たらないので表層土の浸食・流亡を防ぐ。

2．植栽密度

　植栽密度は，2本／m2を基本に算定するが，植栽地の環境条件によって調整することが望ましい。風当たりの

強い立地や寒冷地など環境圧の強い所では，単位面積あたりの本数を多くし，環境圧に対する抵抗力を高めるこ

とが必要である。

　（4）　植栽地の整備

　ポット苗は植栽後の活着率が極めて高く，生長も早い特性をもっている。しかし，その特性を引き出すために

は，植栽予定地のしっかりとした基盤整備が必要である。特に原地形が失われていたり土壌の劣化しているとこ

ろでは，客土や土壌改良によって土壌条件を充分に整えてやらねぽならない。

1．土壌改良

　植栽地の土壌は，植物の根が充分に活動するための条件が必要である。すなわち，土壌の通気性・保水性・排

水性が要求される。自然林を支えている土壌は，地表に堆積したリターなどの有機物が土壌小動物や土壌微生物

によって分解されて生じた厚い表層土をもっている。この表層土は，結合した土壌粒子が更に集合した団粒状構

造をしており，優れた通気性・排水性・保水性に加えて，有機物の分解により生じた養分に富んだ最良の土壌で

ある。したがって，土壌改良にあたっては，団粒状構造をもち，より自然林に近い土壌の育成を計る必要がある。

　・有機質資材の利用

　　　有機質を施すことにより，それを栄養原とする微生物の活動が活発になり，有機物の分解が促進される。

　　この過程で通気性・排水性・保水性に富んだ団粒状構造がつくられる。施す有機質としては堆肥が一般的で，

　　樹皮に鶏糞や化学肥料を混入し発酵させたパーク堆肥が広く用いられている。

　・無機質系土壌改良剤を用いた土性改良

　　　母材に利用する土壌の土性によって，適切な土壌改良剤を用いて土性改良を行なう。例えば埴質な土壌に

　　は砂や砂質土壌を混合し，砂質土壌には粘土質土壌を混合するなどして通気性・保水性などを改良する。酸

　　性土壌の場合には，消石灰，苦土石灰，炭酸石灰などの石灰質資材を使用してpH値の上昇を計る。できる
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　　だけ石油化学製品などの，いわゆる土壌改良剤の多用は避ける。

2。　マウンドの形成

　平坦地での植栽にあたってはマウンド（土塁）を築くことが望ましい。樹木の多くは生理的に，通気性がもっ

とも重要で適潤あるいはやや乾燥した立地を好む傾向がある。排水性が悪く過湿な場合には，酸素欠乏で根腐れ

をおこして枯死することが多い。立地の通気性，排水性は，マウンドを築くことによって高めることができる。

　マウンドには，植栽地の地形的条件や植栽の目的に応じていくつかの型があるが，必要に応じて使い分ける

（Fig。1）。いずれの場合でも平坦面や凹地を作らないよう注意する。平坦面や凹地には水が停滞しやすく，根腐

れをおこす原因となる。

　マウンドの下層土には貧養性でよいが排水性のよい土を選ぶ。更に下層には廃材，間伐材，伐採不用木などの

有機物の他，建築廃材や工事残渣を使用してもよい。生ごみなどの有機物があるとメタンガスを発生させるので

注意する。廃材を利用する場合には，下層土とよく混ぜてマウンドの大きな陥没がおこらないよう配慮する。

3．　マルチング

よい例 悪い例

標準式 平坦部に水が停滞する

片流れ式 裾の部分に水が停滞する

片流れ式（擁壁などに接する場合）　　　　　　　　　　　　　凹部に水が停滞する

　　　　　　　　Fig．1　マウンド形成の正しい例と悪い例
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　植栽後，地表面を保護することをマルチングという。マルチングは次のような効果がある。

　・土壌浸食，流亡防止

　　　雨滴による地表の直接的な浸食を防ぐと同時に，表面流水による土壌の流亡を防ぐ。

　・水分保持

　　　地表面を遮蔽することにより，水分の蒸発をおさえ，土壌の乾燥化を防ぐ。また，降水の土壌への浸透を

　　よくする。

　・土壌温度の急変抑制

　　　太陽光線の直射を防ぐことにより地表温度の急激な上昇，高温化をおさえる。また，夜間の熱の放散を防

　　ぎ，土壌温度を一定に保つ。

　・雑草の発生丁丁

　　　地表面に日光があたらないため，雑草が発生しにくい。除草にかかる維持管理費の軽減にもつながる。

　・土壌改良

　　　水分の保持，土壌温度の一定化によって，微生物や根群の発育が活発となり，土壌構造の改良が促進され

　　る。特にマルチングに使われる素材は稲わらなどの有機質であるため，微生物の分解により肥料分となり苗

　　に養分を与えるとともに，更に土壌構造の団粒化が進む。この場合，マルチングの素材により肥料効果が異

　　なるので，土壌条件に適したものを選ぶ。マルチング素材には，稲わら，麦わら，落葉，木屑，刈草などが

　　ある。

4．　施　　　肥

　農作物，果樹栽培などでは施肥は欠かせないが，一般に緑化用樹木においてはそれほど多くの施肥は必要とし

ない。しかし，植栽立地においては，土壌条件がよくないことも多く，そのような場合は必要に応じて当初は肥

料を投与する必要がある。

　肥料には速効性の化学肥料，遅効性の有機質肥料があり，その場に応じて使い分けるが，中心になるのは有機

質肥料である。有機質肥料には，堆肥，油カス，鶏糞，魚肥類などがある。有機質肥料は土壌養分の補給だけで

なく，微生物の活動を盛んにすることにより土壌改良面の効果も大きい。

　施肥の仕方は，マウンド形成時に土壌改良剤とともに上層土に混入する。追肥は必要がない場合が多いが，苗

の生長状態を観察し状況におうじて追肥を行なう。また，植栽初期の根が未活着の状態に多量に施肥を行なうと

濃度障害（肥料ヤケ）を起こすことがあるので，完全活着が確認されてから施肥をする。時期的には植栽後，約

1～2ヵ月の施肥が一般的である。

　（5）　植栽方法および植栽時期

　実際の植栽にあたっては，ポットの大きさに応じて深さ15～20cm，直径20cm前後の植穴を掘り，苗をポッ

トから外して穴に入れ，土をかぶせる。この時あまり深植えせず，むしろ浅植えくらいがよく，苗の根鉢の肩が

1～2cm地表面からでる程度に植え付ける。移植時に植穴に油かすか鶏糞などの肥料を混入してもよい。ポッ

トの薗には植栽の直前に，鉢ごと水に浸けるなどして充分に水を含ませておく。植栽後基本的には潅水の必要は

ない。給水は植栽後乾燥が続く場合には完全に活着するまで様子をみながら行なうことが望ましい。

　植栽時期は春期と秋期がある。塩那道路のように気温の低いブナクラス域；夏緑広葉樹林帯では，秋期植栽は

植栽後厳しい冬を迎えるために好ましくなく，春期植栽が望ましい。地域によって多少のずれはあるが，霜の降

りなくなった早春から梅雨時までが理想的である。根の活着と並行して梅雨に入り，充分な降水によって更に根
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群の発達が促進される。

　（6）維持管理

　植物生態学的手法に基づく環境保全林形成においては，植栽後の維持管理はほとんど必要としない。除草など

人為的な管理を必要とするのは植栽後のごく初期だけで，樹冠が形成され始めればほとんど管理を必要としなく

なる。除草は植栽後2～3年閾，夏季を中心に年1～2回行なう。抜き取った雑草は，捨てずにマルチングの敷

わらとともに林床に敷きつめマルチング，有機肥料として利用する。

　植栽後は状況に応じて，追肥や給水を行なう。また，風の強い立地では防風ネットを施す場合もあるが，その

ような立地ではあらかじめ計画的に苗の密植や敷わらによるマルチングを充実させるなどの対策が大切である。

密植しても間伐などの人為的干渉は，基本的に一切行なう必要はない。樹林が形成されて行く過程において，自

然に間引きされ，安定した樹林に発達していく。
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2．　土木工学的手法

1）　法面工法

　土木工学的に法諭を保護する工法には植物を利用した保護工と構造物による保護工がある。植生を利用する従

来的な保護工には種子吹付工，客土吹付工，張芝工，植生マットエ，筋芝工，植栽工などがあるが，環境の厳し

い山岳道路では適当でない。一方，構造物による保護工にはモルタル吹付工，コンクリート吹付工，編柵工，ブ

ロック積工，フトソ篭工，井桁ブロック積工，コンクリート擁壁工などがあり，崩壊地などの基盤整備には有効

である（Kgs．2～4）。

　塩那道路では植生の生態学的理論および季法と土木工学の最新の技術を用いて，山岳道路における環境保全林

形成の設計をすすめた。すなわち，土木工学的な保護工を用いて，土壌環境を安定させ，将来，森林を構成する

若木を植栽しようというものである。

　塩那道路で環境保全林形成の対象となったのは，かつての道路造成によって二次的崩壊を起こした急斜面であ

る。崩落土が堆積している植栽地盤はコンクリートブロック積工やコンクリート擁壁工では支持地盤を得るため

の馬堀が深くなりすぎてしまう。また，天端からの盗水による基礎前面の洗堀等の問題点も多い。このような場

所では陽性構造で透水性のある井桁ブロック積工とフトン篭工が有効である（Figs．2，3）。

　井桁ブロック積工とは鉄筋コンクリート製のブロック桁を井桁状に組みながら中詰工として栗石を詰め，積み

上げる工法をいうδフトン篭工とは亜鉛引鉄線を15αn綱目で高さ50cm，幅2．　Om，1．2斑に編んだ篭に径20cm

程度の詰石を詰め，積み上げる工法である。

　山岳道路で崩壊の原因のひとつとなるのが山腹からでてくる流水の浸食作用である。流水による浸食を食い止

めるために排水処理として鉄筋コンクリートU字溝，半円ヒューム管，コルゲート管，布製型枠工などが考えら

れている。地形の複雑な山岳では，地形に合わせた施工が容易であり，減勢効果のある布製型枠工がもっとも適

していると判断した。布製型枠工とは沢下の崩壊法面に布製の袋を固定し，モルタルを注入してそのまま凝結さ

せ，構造物としたものである。

2）　施工方法

　（D　十日沢1号および2号（Figs．5，6）

　崩壊により露出した基盤地盤に周辺域で入手した野土を盛土し，さらに再崩壊防止のためフトン篭工による床

固土を施工した。その上に厚さ30c磁の表層土を均等に覆土し，土壌流失を防止するために，横60cm間隔で松

丸太を打ち込んだ。さらに杭頭から50cmまで竹製三隅を取りつけたものを縦方向に1m間隔で施工した。

　表層土は腐葉土に近づけるため，野土70％，砂30％を混合したうえで，有機質パーク堆肥を混ぜ，土壌改良を

施した。現場ではケーブルクレーンを使って搬入している。基礎地盤整備が完了した時点で，移植に適当な時期

を設定し，ポット苗（H：0．3－0．8m）を植栽した。植栽密度は3本／2m2のランダム植栽とした。植栽後，た

だちに敷ワラを束のまま4．Okg／m2で敷き詰め，縄で固定して飛散を防止している。

　（2）五工区（Fig．7）

　崩壊により露出した基礎地盤に周辺域で入手した山土を盛土したうえで，井桁ブロック積工を施工し，崩壊の

再発を防止した。五工区は中央凹状地を表層水が走るため，浸食防止策として，中央に沿って布製型枠工を施工
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した。井桁ブロックによる基礎地盤にはさらに厚さ30cmの表層土を均等に覆土し，土壌流失防止のための竹柵

工を施工した。

　表層土は有機質パーク堆肥を混ぜ，土壌改良を施したうえで，現場に搬入している。植栽はポット苗（H：

0．3－0．8m）を利用し，3本／2m2のランダム植栽とした。植栽後は敷ワラを敷き詰め，縄で固定して飛散を防

止している。

　（3）　あんどん沢（Fig．8）

　施工場所は北向きの急斜面崩壊地にあり，中央が流水による浸食を受けた二二地形となっている。中央部は沢

に沿って布製型枠工を施工している。その両側には格子リングによる客土の安定が図られた。格子リングエとは

鋼線を厚さ15cm，直径1．　Omの円形に組み，地盤にアンカーで固定することで，その中に客土を詰め，植物の

種子を散布する（Fig．4）。あんどん沢の場合，種子の変わりにポット苗が植栽された。

　3）　管　　　理

　G）　追罷および下草刈り

　十日沢三号では昭和58年，59年，60年，61年にそれぞれ1回ずつ実施している。十Ei沢2号では昭和60年と61

年に1感ずつ，実施している。

　（2）　補　　　植

　平成3年度に五工区：およびあんどん沢で，それぞれ50本ほど，ケヤキ，ミズナラ，コナラを補画している。

　（3）地盤整備

　五工区とあんどん沢で小崩壊が起きている。五工区では上段部分の一部が流水による浸食を受け，崩壊を起こ

した。ここでは木柵工を施工し，法面の強化を計った。あんどん沢では斜面が急で，格子リングが露出するほど，

客土の浸食が進んでいる。ここでも木柵工を施工しているが，まだ十分な成果をあげていない。

　4）　各植栽区における資材および費用

　環境保全林形成に要した資材および費用を算出し，Tab．17と18にまとめた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　望ab．17　土木工法による施工数量

＼十日沢1号
十臼沢2号

五　工　区

あんどん沢

盛
（㎡）
土

924

206

388

フ　トソ籠
　（枚）

379

388

6

井桁ブロック
　（　2皿）

93

期目型枠
　（㎡）

105

ユ80

竹　柵　工
　（m）

1，175

995

926

覆土・敷ワラ
　（㎡）

1，421

1，158

922

格子リング
　（㎡）

350

植　栽（本）
（ポット苗）

2，859

2，700

2，ユ66

630

Tab．18　土木工法による施工単価（円）

＼i盛，。、土フ響動 井野ブロック
　（㎡）

布製型枠
　（2凪） 匹馴概～鞭 格子リング　（㎡）

植栽（本）
（ポット苗）

1備
考

単価1・…匡・2・1・・…1・…巨92・1・42・1・…1…一…i平均
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3．　塩那道路における植栽計画とその実施

　植栽計画は植栽予定地の潜在自然植生を判定し，植栽適性樹種の抽出とその混植割合を決めることで進められ

る。次に植栽地盤の整備計画が立てられるが，ここで大事なことは半掟された潜在自然植生が気候的要國を反映

した極相群落か，土地（土壌）的要因を反映した極相群落かを見極める必要がある。その違いによって植栽地盤の

整備とその後の管理が異なってくる。塩那道路で実施された植栽計画はいずれも気候的極相群落を潜在自然植生

と判定して行われているが，植栽区による樹種の生長は様々で，あんどん沢植栽区：のように急斜面の崩壊地では，

気候的極相群落の適性樹種の生長がおもわしくなく，土地的極相群落の適性樹種に変化していく現象もみられる。

　1）　気候的環境保全林の形成

　植栽予定地の潜在自然植生が気候的極相群落に判定された場合，将来，形成される森林の林冠木を適性樹種と

して選択することになる。林冠の優占種となる樹種の割合を高くしたうえで，他の樹種を混生させることになる

が，気候的極相種が植栽当初から順調に生長するとは限らない。むしろ，初期成長が緩慢で，しかも陰樹とよば

れる外的環境の変化に弱い樹種が多い。これらの気候的極相種の生長を確実なものとするために，密植を行い，

植栽地基盤を土木工学的に安定させ，客土を行うことによって土壌の構造的かつ質的環境を整える必要がある。

また，初期生長の早い先駆性陽樹を混植し，その林下に安定した微気象を整えてやる工央もある。植栽後の管理

も，始めの数年は除草，施肥，散水など，雑草との競合や生理的不都合の生じないように気を配る必要があった。

以下に気候的保全林の特性をまとめた。

A．イヌシデーコナラ群団域

　a．クリーコナラ群集

相観：夏緑広葉樹高木林。

植栽対象地と環境：海抜1，000m以下の山地斜面，土壌は深く，乾燥から適潤。

主な構成種：モミ，コナラ，クリ，アカシデ，マルバアオダモ，チョウジザクラ，アサダ，ウラジロノキ，アオ

　ハダ，ウリカエデ，ウラゲエソコウ，パイカツツジ，オトコヨウゾメ，バクウンボク，ヤマツツジ，オクモミ

　ジバグマ，ナガバノコウヤボウキ，チゴユリ。

主な植栽適正樹種：クリ，コナラ，イヌシデ，アカシデ，カスミザクラ，モミ。

管理上の留意点：コナラの植栽割合を50％以上にする。基礎工事による基盤の整備を行い，十分な土壌の復元と

安定化をはかる。夏季は高温による乾燥が予想され，必要に応じて水撒きを行う。また，乾燥を防ぐためのマル

チングも効果がある。

：B．ササーブナオーダー域

　b．ブナーイヌブナ群集

相観：夏緑広葉樹高木林。

植栽対象地と環境：海抜1，000～1，300mの山地斜面。適潤な土壌からなる中庸立地。

主な構成種：ブナ，イヌブナ，ヨグソミネバリ，ヒトツバカエデ，ハウチワカエデ，オオカメノキ，ツリバナ，
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　リョウブ，アオダモ，シシガシラ，マイヅルソウ，アキノキリンソウ，コカンスゲ。

主な植栽適正樹種：ブナ，イヌブナ，ミズナラ，ハウチワカエデ，コハウチワカエデ。

管理上の留意点：ブナ，イヌブナ，ミズナラの植栽比率を3種で80％ほどにする。基礎工事による基盤の整備を

行い，十分な土壌の復元と安定化をはかる。

　c．マルバマンサクーブナ群集

相観：夏緑広葉樹高木林。

植栽対象地と環境：海抜！，300～1，500mの山地斜面。適潤な土壌からなる中庸立地。

主な構成種：ブナ，ミズナラ，アスナロ，コメツガ，アオダモ，リョウブ，コシアブラ，ハウチワカエデ，ムラ

　サキヤシオ，オオバクロモジ，コミネカエデ，ヒメモチ，ツルシキミ，ヤマソテツ，シシガシラ，ショウジョ

　ウバカマ，アクシバ。

主な植栽適正樹種：ブナ，ミズナラ，ハウチワカエデ，リョウブ，コシアブラ。

管理上の留意点：ブナ，ミズナラの植栽比率を80％以上にする。基礎工事による基盤の整備を行い，十分な土壌

の復元と安定化をはかる。

C．コケモモートウヒクラス域

　d．シラビソー心象シラビソ群集

相観：常緑針葉樹高木林。

植栽対象地と環境：海抜1，500m情感の山地斜面。適潤なポドソル土壌からなる中庸立地。

主な構成種：シラビソ，オオシラビソ，コメツガ，ナナカマド，ミネカエデ，バクサソシャクナゲ，コヨウラク

　ツツジ，カニコウモリ，ゴヨウイチゴ，ハリブキ。

主な植栽適正樹種：シラビソ，オオシラビソ，コメツガ。

管理上の留意点：国内で植栽工事を行った記録はないが，高海抜地ということで積雪，低温，風衝など厳しい条

件に対応した土木的基礎工事の徹底が必要である。植栽樹種は針葉樹となるが，環境を和らげるために，先駆的

樹種のダケカンバやミヤマハソノキの混植も考えられる。

　2）　塩那道路における気候的環境保全林植栽工事の実施

　塩那道路の植栽計画で判定された潜在自然植生は気候的極相群落で，主な適性樹種にはコナラ，ミズナラ，ブ

ナなどがあげられた（Tab．！5）。しかし，その後の生長過程を記録した結果，同じ潜在自然植生域であっても，

微地形，微気象などの違いによって，樹種問の生長：に差異がみられた。そのなかでブナは初期生長の遅い，管理

の難しい樹種であった。以下に各植栽区ごとの計画実施に伴い，！0年閥の状況変化を概観した。

　a．十日沢i号（昭和58年7月植栽）

　　海　抜；800～900m

●潜在自然植生：

　ブナクラス域下部のクリーコナラ群集から上部のブナーイヌブナ群集に移行する領域の気候的極相群落セこ判定

された。

●植栽適正構種と植栽状況：
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　コナラ，クヌギ，アベマキが植栽割合の大部分を占め，そのほかにブナ，ケヤキ，ヤマモミジ，エゴノキ，シ

ラカシがポット笛で植栽された。なおアベマキは本来この地に自生する樹種ではなく，潜在自然植生の適正樹種

には判定されていない。シラカシは最初の冬に積雪による保護を受けなかった上層の葉が枯死したが，根際に葉

が残ったほか，幹の生長は進んだ状況にあった。ケヤキは斜面下部の湿潤な環境下に偏って植栽されている。

●植栽初期の管理：

　客土中に雑草の埋土種子が多くあったことから，初期の管理でもっとも留意されたのが，ポット苗と雑草との

競合であった。植栽後14か月時点で，エゾノギシギシ，ツユクサ，ウシハコベ，ヨモギ，カヤツリグサ，オオア

レチノギク，ヒメジョオン，イヌタデ，イヌビエ，キンエノコロ，メヒシバ，チチコグサモドキ，ヌカキビ，シ

ロザ，コハコベ，トキンソウなどシロザクラスの1年生草本植物を中心に65種の雑草の繁茂がみられた。これら

好窒素性植物との競合をさけるため，草刈りによる除草が行われた。また，冬季において常緑広葉樹のシラカシ

の葉の低温障害とノウサギによる喫食の被害が発生している。

●10年間の生育状況：

　コナラ，クヌギ，アベマキ，ケヤキ，エゴノキなどの夏緑広葉樹は順調に生長した。ブナは初期生長が遅く，

他の夏緑広葉樹類に図会される状況となり，一時，枯死も心配されたが，中盤から緩漫ながら確実に生長してい

る。潜在自然植生が夏緑広葉樹林に判定されているため，常緑樹であるシラカシの生長が最初から危惧されてい

たが，1986年12月をもって確認できず，全個体が枯死した。原因は冬季の低温とノウサギによる喫食があげられ

ている。

　b．十霞沢2号（昭和59年9月植栽）

　　海抜；800～900m

●潜在自然植生：

　十日沢1号とほぼ同じ標高域にあり，1年遅れて植栽が施されている。気候的な潜在自然植生はクリーコナラ

群集とブナーイヌブナ群集の移行する領域となる。

●植栽適正樹種と植栽状況：

　コナラとミズナラがもっとも多く，ついでエゴノキ，クヌギ，イロハモミジ，ナツツバキ，アカシデなどがポ

ット苗で植栽された。なおミズナラとクヌギは初年度に植栽されておらず，適正樹種の見直しから追加補植され

ている。同様に追加された適正樹種にはブナ，イヌブナ，ハウチワ球形デ，コハウチワカエデ，アオダモ，コシ

アブラ，ハリギリなどもあったが，夷町は行われていない。

●植栽初期の管理：

　十日沢2号の現況は表層土が流失し，基岩がむき出しとなったところに大異，巨礫が堆積した状態であった。

土木工学的な整地により，土砂を止め，そこに表層土を客土して苗床を形成している。客土中に雑草の埋土種子

が多くあり，除草が必要であったが，刈り取りや引き抜きによる入的作業を通して踏みつけなどによる部分的崩

壊や植栽樹種の間違った刈り取りなどに対する注意が指摘されている。

●10年間の生育状況：

　コナラ，ミズナラ，クヌギを中心に順調な生長を記録しているが，1990年春に何等かによる伐採が3，4段目

で生じ，被害を被っている。伐採された樹種はその後，萌芽生調を願調に続けてきたが，！0年目近くになってコ

ナラとミズナラの活力度が低下しつつある。
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　c．五工区（昭瓢61年植栽）

　　海抜；1，000m

●潜在自然植生：

　周囲に自然植生のブナーイヌブナ群集が成立していることから，植栽区も同じ潜在自然植生に半掟される。た

だし，崩壊跡地であるだけに，植栽基盤が整備され，安定した土壌環境を保つマウンドの形成が前提条件となっ

ている。

●植栽適正樹種と植栽状況：

　適正樹種にブナ，イヌブナ，ミズナラ，ハウチワカエデ，コハウチワカエデなどがあげられ，実際，植栽され

たのはブナ，ミズナラ，コナラ，クヌギ，ケヤキ，オオモミジ，イロハモミジであった。量的にはミズナラとコ

ナラが多く，ついでケヤキ，ブナ，カエデ類となっている。

●植栽初期の管理：

　十日沢1，2号に比較して気候的，土地的な環境条件が厳しいため，初期管理を徹底している。安定した土壌

条件を整えてやるべき，マウンドの形成，そして3～4本／m2の密植が行われている。植栽当初は除草が必要で，

人手による刈り取りや引き抜きが行われた。

●7年閾の生育状況：

　植栽樹種の全個体の生長は良く，成功要因として，安定した土壌基盤と植栽適正樹種の確保にあった。塩那道

路植栽計画轟初は流通ベースに適当な樹種が少なく，代用樹種でまかなうことも一部にあったが，五工区はブナ，

ミズナラ，ケヤキなど，適正樹種を確保できたことにより成功している。

　1987年夏にブナの多くが何者かによって勢定され，その後の生長の大きな阻害要因となった。また，1991年の

夏季の大雨の時に植栽区上部で土砂崩れが生じ，基盤の流失と植栽樹種の倒木の被害がでている。その後，鞍櫃

が行われた。

　d．あんどん沢（昭和62年8月植栽）

　　海抜；1，100m

●潜在自然植生：

　気候的にはブナーイヌブナ群集が潜在自然植生に判定されるが，急斜面で崩壊性が強く，また，冬季の積雪量

が他の植栽区より多く，雪崩が生じるなど土地的な環境がきわめて厳しい状況にある。

●植栽適正樹種と植栽状況：

　土地的に条件が厳しいことを考慮して，気候的・土地的な植栽樹種のブナ，ミズナラ，ケヤキなどのほかに先

駆的な陽樹のシラカンバ，ヤマハンノキ，ヤシャブシを適正樹種に選んでいる。これらの樹種の植栽状況は量的

に優占種をつくらず，適妾に散在させて動植している。

●植栽初期の管理：

　植栽初期の管理は五工区と同じように行われている。

●6年間の生育状況：

　植栽されて4カ月を経過した時点では，まだ，冬を越していないこともあって全個体ともわずかながら生長を

示した。しかし，1年4カ月後では，多くの個体がマイナス生長に転じた。プラス生長を行うのはシラカンバ，

ヤシャブシ，ヤマハンノキといった先駆的樹種に限られている。これらの樹種さえも，その後，崩壊や雪崩など



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49

によって根こそぎ持っていかれた個体が少なくない。生長を阻害した要因には崩壊や雪崩のほかに野猿によるい

たずらもある。あんどん沢では年を追うごとに状況は悪化し，土壌の流失も進んだ。その結果，再度，土壌基盤

の整備，補血も行われたが，十分な効果をあげるにいたっていない。1992年より，このような厳しい土地条件を

この植栽区の属性と改め，土壌基盤が安定方向に向かうよう，先駆的樹種の定着を促進した。すなわち，ヤマハ

ンノキやヤシャブシなど二次的に侵入する樹種の生長にまかせ，二次林を形成させたのちに，気候的極相樹種の

殖栽を考えるものである。

3）　土地（土壌）的環境保全林の形成

　奮励道路で実施された植生復元は，気候的に安定した立地に成立する潜在自然植生が対象であった。すなわち，

植栽地基盤を土木工学的に安定させ，客土を行うことによって土壌環境を整えた。次に将来，高木層を形成する

ブナ，コナラ，ミズナラなどの気候的極相林の構成種をポット苗で植栽した。塩那道路における気候的潜在自然

植生復元の植栽計画は，その後の永久方形区調査でも明らかなように良好な成果をあげている。しかし，山岳道

路では地形的にみて，気候的潜在自然植生の復元を許容できるフラットな緩斜面や土壌の深い安定した立地ばか

りではない。尾根筋の浅土地や谷筋の急崖地など，岩角地も少なくなく，これらの場所においても適切な植生復

元が施されないかぎり，山岳道路における植生の保全は十分とはいえない。これらの場所ではよほど地形・土壌

の改良を行わない限り，気候的極相林の形成は難しく，むしろ積極的にその土地に適した土地的極相群落を形成

していくことが望ましい。今後，必要とされる土地（土壌）的保全林の形成について提雷した。

　q）　土地的極相群落と地形分類

　気候的極相群落が温度条件だけを反映して成立するということは，土壌や風衝などの局地的な環境の規制をま

ったく受けないという前提がつくのであって，そのような場所は緩斜面の適潤で膨軟な‡壌のある中庸立地に限

られる。山岳地形をおおまかに分類すると，尾根，谷，そして中庸的な斜面に分けることができる。気候的極相

群落は中庸的な斜面に成立し，尾根と谷は微地形的，微気象的な環境規制を受けて別の土地的な極相群落が成立

する。ここでは尾根の属性として岩角地と風衝地の植生，球筋の属性となる崩壊地の植生に分けて，土地的な植

生の復元と保全をまとめた。

　（2）　岩角地の環境と潜在臼然植生

　岩角地は環境的に風衝が強く，土壌形成が貧弱で，日射による高温，乾燥などが起きやすい。植物にとっては

水分収支，栄養塩類収支，支持根の発達などで厳しい環境規制を受けることになる。したがって岩角地の潜在自

然植生には，土地的極相群落である低木林や亜高木林に判定される場合が多い。環境の厳しい岩角地でも，盛土

などで人工的に環境を整えてやれば，潜在自然植生も変化し，高木林を必要とする場所では気候的極相林を形成

することも可能である。しかし，切土面などの急斜面岩角地では，むしろ低木林や亜高木林による土地的極相群

落を形成するほうが，：景観や防災上好ましい場合も多い。これらの土地的極相群落を積極的に利用することによ

って，岩角地植生の保全と復元を図るものである。岩角地の潜在自然植生は土地的環境の差異によって変化する

ことから，植栽樹種の選定にあたっては，土地的な環境を的確に判断する必要がある。以下にブナクラス域とコ

ケモモートウヒクラス域の土地（土壌的）保全林の形成のための潜在自然植生とその特性をまとめた。
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　a．アブラツツジーアカシデ群落

相観：アカシデ，モミの優占する夏緑広葉樹・針葉樹混合林。

植栽対象地と環境：イヌシデーコナラ群団域。海抜600～900mのブナクラス域下部の張り出した痩せ尾根。浅

　土地。

主な構成種：ブナ，コナラ，ミズナラ，アカシデ，クマシデ，モミ，ウリハダカエデ，アワブキ，シラキ，アオ

　ハダ，マンサク，ウラジロノキ，アプラツツジ，パイカツツジ，チゴユリ，オクモミジバグマ，キッコウハグ

　マ，コカンスゲ。

植栽適性樹種：アカシデ，クマシデ，コナラ，ミズナラ，マンサク。

管理上の留意点：岩盤であれば，掘削により直径30cm，深さ30cm程度の穴をあけ，客土をしてからポット苗

　を植栽する。尾根筋など乾燥しやすい立地に植栽を行うため，最初の2～3年は夏季の水まきが必要である。

　密植や敷ワラにより蒸散効果を低く抑える。

　b．ニシキウツギーミヤマヤシャブシ群集

相観：叢生型の夏緑低木群落。

植栽対象地と環境：ブナクラス域全域に成立する先駆生の低木群落。岩角地から崩壊地で，やや湿ったEi当たり

　の良い立地に成立する。

主な構成種：ニシキウツギ，ミヤマヤシャブシ，ドクウツギ，バッコヤナギ，キツネヤナギ，キブシ，アカソ，

　フジウツギ，フキ，ヒメノガリヤス，ススキ，ヘビノゴザ。

植栽適性樹種：ニシキウツギ，ミヤマヤシャブシ，バッコヤナギ，キツネヤナギ，ドクウツギ。

管理上の留意点：岩盤であれば，掘削により直径30cm，深さ30cm程度の穴をあけ，客土をしてからポット薦

　を植栽する。密植や敷ワラにより蒸散効果を低く抑える。

塩那地方では臼本海側気侯の影響を受け，多雪環境下にある。雪崩の可能性があれぽ，土木的な地盤整備も必要

　となる。

　c。アカミノイヌツゲークロベ群集

椙観：クロベやアスナロの優占する常緑針葉樹林。

植栽対象地と環境：チシマザサーブナ群団域。海抜900～1，500mのブナクラス域上部の毘根状地に成立する。浅

　土地の酸性土壌。多雪環境にあるため，雪崩，風衝に対する土木的防護策が必要となる。

主な構成種：クロベ，アスナロ，ミズナラ，ブナ，コメツガ，ナナカマド，アズマシャクナゲ，ムラサキヤシオ，

　サラサドウダン，ツルツゲ，ショウジョウバカマ，シノブカグマ。

植栽適性樹種：アスナロ，クロベ，コメツガ，ミズナラ，ナナカマド，アズマシャクナゲ，サラサドウダン。

管理上の留意点：針葉樹を利用したポット苗植栽はこれまで行われておらず，試験的な試行錯誤が必要である。

　岩角地であれぽ，岩盤掘削により直径30Cln，深さ50Cm程度の穴をあけ，植栽するのが適当とおもわれる。

　乾燥する夏季は2～3年，水まきも必要であるが，敷ワラを効果的に利用する。

　d。ホツツジーシqヤシオ群落

相観：夏緑低木・亜高木林。

植栽対象地と環境：チシマザサーブナ群団域。海抜900～！，500mの風当たりの強い張仕梶根筋に成立する。岩角

　地の浅い土壌は酸性で乾燥しやすい。

主な構成種：ホツツジ，シロヤシオ，アプラツツジ，バィカツツジ，サラサドウダンなどのツツジ科植物が多く，
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　ほかにナンキンナナカマド，ネジキ，リョウブ，アオハダ，コミネカエデ，マルバマンサク，コカソスゲ，シ

　シガシラ，タケシマラン，チゴユリ。

植栽適性樹種：サラサドウダン，シロヤシオ，ホツツジ，アプラツツジ，パイカツツジ，マルバマンサク。

管理上の留意点：花木となる構成種が多く，鑑賞用緑地としても利用できる。岩角地であれぽ岩盤掘削により直

　径30cm，深さ30cm程度の穴をあけ，客土を地表面より20cmほど盛ってから植栽する。乾燥する夏季は2

　圓以上，水まきを行う。密植は敷ワラによる蒸散防止も必要となる。

　（3）　風郷地の環境と潜在自然植生

　亜高山帯以上の稜線や山頂部はとくに冬季における季節風が車越し，風衝が強く環境規制として働く。その結

果，植物は着雪現象，凍結，乾燥などの直接的な被害を受けることになる。このような環境に対して植物は樹高

を減じて積雪の保護を受けたり，生育密度を高めたりして適応し，土地的な極相群落を形成している。原則的に

風衝の強い山頂域における開発行為は避けるにこしたことはない。なぜなら植生復元に多大の労力を支払わざる

をえないからだ。しかし，すでに植生が破壊された場所では積極的な復元が望まれる。風衝地の環境は微地形に

よって大きく異なるため，風向きや風当たりの条件を的確に把握することが必要である。まず，土木的な基礎工

事によって土壌を安定させ，場合によっては防風対策も行う。植栽樹種はできるだけ密植し，樹高を揃える。防

風効果を高めるため，樹種の間にイワノガリヤス，タカネノガリヤス，ショウジョウスゲ，タテヤマスゲのよう

な叢生形の禾本科植物をいれてやるとよい。以下にコケモモートウヒクラス域の土地（土壌）的保全林の形成の

ための潜在自然植生とその特性をまとめた。

　e．クマイザサ群落，チシマザサ群落

相観：常緑草原。

植栽対象地と環境：オオシラビソ群団域，海抜1，500職以上の稜線や山頂域で風衝は強いが土壌は適潤で深い。

このような場所はかつて台風や山火事により森林が後退し，持続群落としてササ草原が成立している。

主な構成種：クマイザサ，チシマザサ，クロヅル。

植栽適性樹種：クマイザサ，チシマザサ。

管理上の留意点：ササの仲聞は広範囲に地下茎を張り巡らすので，ポット苗は使えない。近くのササ草原より，

　再生を妨げない程度の一定面積の採取を行い，移植するのが好ましい。土壌が浅ければ客土が必要となる。

　f．ミヤマナラ群集

梢観：夏緑低木林。

植栽対象地と環境：ナオシラビソ群団域。海抜1，500磁以上の風衝の卓越する急崖や稜線の浅土地。低温と乾燥

　に，も強い。

主な構成種：ミヤマナラ，ナナカマド，オオバスノキ，コミネカエデ，ミネヤナギ，コメツツジ，オオコメツツ

　ジ，ショウジョウスゲ，ヒメノガリヤス，イワカガミ。

植栽適性樹種：ミヤマナラ，ミネヤナギ，コメツツジ，オオコメツツジ。

管理上の留意点：ミヤマナラの植栽比率を70％以上にする。植栽樹種はできるだけ密植して樹高も揃える。ポッ

　ト苗は有効であるが，市場には出回っていないとおもわれる。工事担当組織があらかじめ苗床を用意するか，

　栽培を専門業者に委託する必要があろう。
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　9．ナナカマドーミネザクラ群落

相観：夏緑低木林。

植栽対象地と環境：オオシラビソ群団域。海抜1，000m以上の風衝の卓越する稜線部。ハイマツ低木林に隣接す

　る。

主な溝成種：ナナカマド，ミネザクラ，ヤマダルマ，サラサドウダン，コヨウラクツツジ，ホツツジ，ツルツゲ，

　タケシマラン，チシマザサ。

植栽適性樹種：ナナカマド，ミネザクラ，ヤマダルマ，サラサドウダン，コヨウラクツツジ，ホツツジ。

管理上の留意点：植栽が成功する確率は低い。植栽後の補植や防風対策など，長期にわたって維持管理を覚悟す

　る必要がある。植栽樹種はできるだけ密植して樹高も揃える。敷ワラも十分に用意する。ポット苗は有効であ

　るが，市場には出回っていないとおもわれる。樹種問にイワノガリヤス，タカネノガリヤス，ショウジョウス

　ゲ，タテヤマスゲなどの多年生草本を密に植え込み，防風効果を高めるのもよい。

　h．ハイマツ群落

相観：常緑低木林。

植栽対象地と環境：オオシラビソ群団域。海抜1，500m以上の風衝の卓越する稜線。ナナカマドーミネザクラ群

　落より風衝の強い立：地にみられる。

主な構成種：ハイマツ，ヤマダルマ，アカミノイヌツゲ，バクサンシャクナゲ，アズマシャクナゲ，クロヅル。

植栽適性樹種：ハイマツ。

管理上の留意点：植栽が成功する確率はきわめて低い。植栽後の補植や防風対策など，長期にわたって維持管理

　が必要となる。ハイマツは生長も遅いうえ，温暖な低地での苗床栽培は難しいとおもわれる。

　（4）　崩壊地の環境と潜在自然植生

　日本の山岳は急峻な地形が多く，浸食水によって開析された沢や谷は崩壊性が強く，礫などが絶えず移動する

不安定な立地条件となっている。流水は定常的に流れるが，降雨時，あるいは春季の融雪期に一時的に大量に流

れるなど異なっている。高海抜地では雪崩の通り道となる場所も少なくない。このような環境に対して植物は萌

芽形態をとる，地這いするしなやかな幹枝をもつ，湿潤地の接地植物が多いなどと適応し，土地的な極相群落を

形成している。

　崩壊地における植生復元をすみやかに行うには，一時的にでも崩壊を食い止め，土壌が安定した状態で植栽を

行うことである。そのためには地形的に集水域が多く，水の管理をどうするかがポイントとなってくる。また，

雪崩の起きやすい場所では雪崩防護禰を設ける必要がある。

　i．タマブキーケヤキ群集

相観：夏緑高木林。

植栽対象地と環境：ケヤキ群団域。海抜400～900mの沢筋や山足下部の崩壊性急斜面，礫を含む湿潤な土壌環境。

主な構成種：ケヤキ，オニイタヤ，イロハモミジ，オオモミジ，アプラチャン，アワブキ，カントウマユミ，ヤ

　マブキ，ヤブデマリ，タマブキ，シラネセンキュウ，ムカゴイラクサ。

植栽適正樹種：ケヤキ，オニイタヤ，オニグルミ，ウラゲエソコウ，イロハモミジ，オオモミジ。

管理上の留意点：土木的基礎工事により崩壊を止めたのちに植栽する。ケヤキ林立地は湿潤で土壌が肥沃なため，

　二次的に雑草が繁茂しやすい。初期管理で除草を徹底することが重要である。オニグルミは生長の早い先駆的
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　な性格をもつので，樹林環境を早く整えるために植栽するのは有効である。

　3．ジュウモンジシダーサワグルミ群集

相観：夏緑高木林。

植栽対象地と環境：サワグルミ群団域。海抜900m以上の沢筋の崩壊性急斜面。礫を含む湿潤な土壌環境。低温

　で貧栄養の定常水を有する。

主な構成種：サワグルミ，オヒョウ，アサノハカエデ，サワシバ，ヤマモミジ，サワダツ，ゴトウヅル，ミヤマ

　イラクサ，オシダ，ジュウモソジシダ，ツルネコノメソウ。

植栽適性樹種：サワグルミ，オヒョウ，アサノハカエデ，サワシバ，チドリノキ。

管理上の留意点：士木基礎工事により崩壊をとめたのちに植栽する。流水の流路や水量を変えないよう配慮する。

　サワグルミの植栽比率を50％以上とする。

　k．タマアジサイーフサザクラ群集

相観：夏緑亜高木・低木林。

植栽対象地と環境：ブナクラス全域。小沢筋の崩壊性礫地に持続群落を形成するほか，サワグルミ林やケヤキ林

　の代償植生として成立する先駆的な性格をもつ。湿潤な土壌環境を好み，火山灰質から礫質まである。

主な構成種：タマアジサイ，ヤマアジサイ，フサザクラ，ヤマブキ，コアカソ，ウツギ，ヒメウツギ，コクサギ，

　タマブキ，ダイコンソウ，シラネセンキュウ，ムカゴイラクサ，モミジガサ，テンニソソウ，ウワバミソウ。

植栽適性樹種：タマアジサイ，フサザクラ，ヤマブキ，ヤマハンノキでフサザクラを中心に植栽する。

管理上の留意点：不安定な崩壊性立地の植栽であるため，最初の1～2年は土木的な土留めが必要となる。土質

　が小・中礫のみであれば，適度な客土も必要となる。ケヤキ林やサワグルミ林を復元するさい，始めにタマア

　ジサイーフサザクラ群集を形成して環境を整えてやるのもよい。

　1．クマイチゴ群落

相観：キイチゴ属の優占する半低木群落。

植栽対象地と環境：ブナクラス域全域。火山灰土壌や風化土壌からなる適潤な林縁部に成立する。日当たりが良

　い。

主な構成種：モミジイチゴ，クマイチゴ，クロイチゴ，ミヤマニガイチゴ，タラノキ，ウド，フキ，ヤマブキシ

　ョウマ，ヨツバヒヨドリ，ヒトツバヨモギ。

植栽適性樹種：モミジイチゴ，クマイチゴ，クロイチゴ，ミヤマニガイチゴ。

管理上の留意点：火山灰土壌からなる切土面や盛土面にポット苗で植栽する。

　搬．ネコシデーヤハズハンノキ群落

相観：夏緑亜高木林。

植栽対象地と環境：オオシラビソ群団域。海抜1，500m以上に発達する常緑針葉樹林が台風や人為で崩壌し，立

　地条件が劣悪化すると，遷移はブナクラス域の植生に比較して緩慢に進む。土壌や気候条件が欄限要因となる

　ためでネコシデーヤハズハソノキ群落が持続群落として潜在自然植生に判定される場合がある。たとえぽ道路

　建設によって貧弱な土壌が流失し，崩壊性の増した法面や路肩は気候的極稲群落のシラビソーオオシラビソ群

　集を：支える地力はなく，ネコシデーヤハズハンノキ群落が潜在自然植生となる。

主な構成種：ヤハズハンノキ，ネコシデ，ダケカンバ，キツネヤナギ，ミヤマニガイチゴ，ヒメノガリヤス，ミ

　ヤマワラビ，フキ，ヤマブキショウマ。
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植栽適性樹種：ヤハズハンノキ，ネコシデ，ダケカンバ。

管理上の留意点：土木基礎工事により崩壊を止めたのちに植栽する。土壌が貧弱な場合，客土したほうがその後

　の生長によく，管理しやすい。

　n．チシマザサーダケカンバ群落

相観：夏緑低木・亜高木林。

植栽対象地と環境：オオシラビソ群団域。海抜1，500m以上の雪崩の起きやすい谷筋斜面。積雪の溜まりやすい

　風背側に多い。

主な構成種：ダケカンバ，オオシラビソ，コメツガ，コヨウラクツツジ，ミヤマカンスゲ，カニコウモリ，ゴヨ

　ウイチゴ，タケシマラン。

植栽適性樹種：ダケカンバ，ミヤマハンノキ。

管理上の留意点：ダケカンバを主に植栽する。基礎工事で立地を安定させるとともに雪崩防護柵も設ける。


